
近
代
西
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
境
の
成
立
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ー
イ
ラ
ン
ー
ー
オ
ス
マ
ン
国
境
を
中
心
に
一

守

」

．
口
目

矢

子

【
要
約
】
直
線
に
よ
っ
て
画
さ
れ
た
国
境
の
多
い
西
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
イ
ラ
ン
と
そ
の
西
春
に
あ
る
ト
ル
コ
や
イ
ラ
ク
と
の
国
境
線
は
、
稀
な
こ
と
だ

が
山
あ
い
を
縫
っ
て
走
っ
て
い
る
。
こ
の
国
境
線
の
成
立
の
背
景
に
は
、
一
八
四
七
年
に
、
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
イ
ラ
ン
と
オ
ス
マ
ン
朝
間
で
締
結
さ
れ
た

第
二
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
第
二
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
を
起
点
に
、
イ
ラ
ン
と
オ
ス
マ
ン
朝
の
国

境
問
題
が
、
一
六
世
紀
の
イ
ラ
ン
で
成
立
し
た
シ
ー
ア
派
政
権
で
あ
る
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
と
ス
ン
ナ
派
の
オ
ス
マ
ン
朝
と
の
対
立
に
遡
り
、
な
か
で
も
一

六
三
九
年
の
ゾ
ハ
ー
ブ
協
定
に
お
い
て
国
境
の
基
本
ラ
イ
ン
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
、
第
二
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
で
は
こ
の
ゾ
ハ
ー
ブ
協
定
の
内
容
を
確
認

す
べ
く
、
国
境
調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
よ
り
詳
細
な
国
境
線
を
定
め
る
努
力
が
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
の
圧
力
の
も
と
で
為
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ

の
結
果
、
一
九
世
紀
中
葉
に
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
伝
統
的
な
「
境
域
」
概
念
か
ら
、
近
代
的
な
「
線
」
と
し
て
の
国
境
成
立
の
萌
芽
が
こ
の
地
域
に
お
い

て
見
ら
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
九
〇
巻
㎜
号
　
二
〇
〇
七
年
　
月

は
　
じ
　
め
　
に

現
代
の
西
ア
ジ
ア
の
地
図
を
見
る
と
、
直
線
に
よ
っ
て
分
割
さ
れ
た
国
が
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。
列
強
の
帝
国
主
義
の
産
物
と
し
て
二
〇
世

紀
に
設
定
さ
れ
た
こ
れ
ら
ま
っ
す
ぐ
な
国
境
線
の
中
で
、
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和
国
と
、
そ
の
西
隣
の
ト
ル
コ
共
和
国
や
イ
ラ
ク
と
の
国

境
線
は
山
あ
い
を
縫
っ
て
走
っ
て
い
る
。
現
在
そ
の
距
離
は
、
イ
ラ
ン
と
ト
ル
コ
の
間
で
は
四
九
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
ま
た
イ
ラ
ン
と
イ
ラ
ク
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①

の
間
で
は
～
四
五
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
。
南
部
を
除
き
、
こ
れ
ら
の
国
々
の
間
に
川
や
海
と
い
っ
た
自
然
の
境
界
線
は
存
在
せ
ず
、
国
境

の
大
部
分
は
、
北
方
の
ア
ラ
ラ
ト
山
を
起
点
に
、
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ー
ン
地
方
の
三
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
が
連
な
る
山
岳
地
帯
の
中
に
あ
る
。

西
ア
ジ
ア
で
は
稀
に
見
る
、
直
線
に
拠
ら
な
い
こ
の
国
境
線
は
、
い
つ
ご
ろ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
中
東
の
他
の
地
域
と

は
異
な
る
成
立
の
背
景
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
関
心
か
ら
、
イ
ラ
ン
と
ト
ル
コ
・
イ
ラ
ク
国
境
の
成

立
に
つ
い
て
の
検
討
を
試
み
る
。

　
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
で
は
伝
統
的
に
、
「
境
界
」
と
い
う
概
念
に
対
し
て
、
お
お
む
ね
ア
ラ
ビ
ア
語
の
「
パ
ッ
ド
（
冨
段
）
」
と
そ
の
複
数
形
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

あ
る
「
フ
ド
ゥ
ー
ド
（
げ
猛
撃
ご
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。
「
フ
ド
ゥ
ー
ド
」
を
使
用
し
た
書
と
し
て
特
に
有
名
な
も
の
は
、
一
〇
世

紀
に
ペ
ル
シ
ア
語
で
著
さ
れ
た
『
世
界
諸
境
域
誌
§
三
寸
緊
球
脚
註
で
あ
ろ
う
。
同
書
の
書
名
に
も
現
れ
る
「
フ
ド
ゥ
ー
ド
」
は
、
近
代
的

な
意
味
で
の
国
境
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
「
境
域
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
あ
る
＝
疋
の
「
広
が
り
を
も
つ
範
囲
」
と
し
て
捉
え
ら
れ

て
い
る
。
清
水
宏
祐
氏
の
考
察
に
よ
る
と
、
ア
ラ
ビ
ア
語
で
は
、
パ
ッ
ド
は
「
境
界
」
を
示
し
、
そ
し
て
「
フ
ド
ゥ
ー
ド
」
は
あ
く
ま
で
も
そ

の
複
数
形
と
し
て
「
四
囲
」
の
意
味
で
の
み
用
い
ら
れ
る
の
に
対
し
、
『
世
界
諸
境
域
誌
』
に
お
い
て
は
、
「
フ
ド
ゥ
ー
ド
」
は
「
（
支
配
権
や
都

市
圏
と
い
っ
た
）
あ
る
も
の
の
及
ぶ
範
圏
」
「
地
理
的
な
範
囲
」
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
都
市
や
村
な
ど
が
含
ま
れ
、
「
そ
の
外
縁
部
は
、
「
接
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

る
」
よ
う
な
実
体
を
も
つ
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
『
世
界
諸
境
域
誌
』
に
限
ら
ず
、
ア
ラ
ビ
ア
語
や
ペ
ル
シ
ア
語
の
地
理
書
で
は
、
他
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
の
「
境
界
」
は
、
常
に
こ
の
「
広
が
り
あ
る
範
囲
」
で
あ
る
「
フ
ド
ゥ
ー
ド
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
損
や
道
と
い
っ
た
明
確
な
線
を

引
く
こ
と
が
困
難
な
多
く
の
地
域
の
「
境
界
」
に
お
い
て
、
人
が
住
む
集
落
を
含
め
、
そ
の
さ
ら
に
先
の
無
人
地
帯
を
一
括
し
て
、
「
境
域
」

と
認
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
て
本
稿
で
対
象
と
す
る
イ
ラ
ン
、
ト
ル
コ
、
イ
ラ
ク
の
国
境
は
、
一
九
～
一
年
一
二
月
に
オ
ス
マ
ン
朝
（
一
二
九
九
一
一
九
二
一
～
）
と
イ
ラ

ン
の
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
（
　
七
九
六
一
一
九
二
五
）
の
問
で
交
わ
さ
れ
た
テ
ヘ
ラ
ン
議
定
書
、
お
よ
び
～
九
～
三
年
一
一
月
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

議
定
書
に
基
づ
い
て
お
り
、
特
に
後
者
の
議
定
書
に
お
い
て
、
両
国
の
国
境
は
詳
細
か
つ
具
体
的
に
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
三
七
年
の
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サ
ー
ダ
ー
バ
ー
ド
（
テ
ヘ
ラ
ン
）
条
約
に
お
い
て
、
ト
ル
コ
、
イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
四
ヵ
条
が
、
国
境
不
可
侵
と
内
政
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

干
渉
を
相
互
に
承
認
し
、
こ
こ
に
、
今
日
に
ま
で
続
く
国
境
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
、
テ
ヘ
ラ
ン
議

定
書
・
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
議
定
書
双
方
で
明
奮
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
イ
ラ
ン
と
ト
ル
コ
の
国
境
は
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
新
た
に
設
定
さ

れ
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
の
条
約
に
基
づ
い
て
設
定
さ
れ
た
。
そ
の
条
約
と
は
、
一
八
四
七
年
に
、
当
時
の
オ
ス
マ
ン
朝
と
ガ
ー
ジ
ャ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ル
朝
の
間
で
締
結
さ
れ
た
、
第
二
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
近
代
西
ア
ジ
ア
史
に
お
い
て
、
第
二
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
諸
点
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
　
一
、
数
世
紀
に
わ
た
っ
て
イ
ラ
ン
と
オ
ス
マ
ン
朝
が
繰
り
広
げ
て
き
た
す
べ
て
の
抗
争
の
歴
史
が
結
晶
し
た
条
約
で
あ
り
、
抗
争
を
解
決

　
に
導
く
た
め
の
努
力
が
為
さ
れ
て
い
る
。

　
　
二
、
両
政
府
の
国
境
が
、
陸
も
海
も
そ
れ
ま
で
の
条
約
以
上
に
詳
細
に
定
め
ら
れ
た
。

　
　
三
、
初
め
て
河
川
利
用
権
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
た
。

　
　
四
、
イ
ラ
ン
と
イ
ラ
ク
の
国
境
は
、
若
干
の
変
更
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
条
約
を
基
本
と
し
て
定
め
ら
れ
た
。

　
　
五
、
（
現
代
の
）
イ
ラ
ン
と
イ
ラ
ク
の
領
土
間
題
は
、
こ
の
条
約
に
端
を
発
し
て
い
る
。

　
　
六
、
後
世
の
諸
条
約
の
基
本
条
項
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
第
二
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
は
、
数
世
紀
に
わ
た
る
抗
争
の
歴
史
を
持
つ
イ
ラ
ン
と
オ
ス
マ
ン
朝
の
国
境

を
定
め
、
さ
ら
に
そ
れ
が
後
の
イ
ラ
ン
と
、
ト
ル
コ
、
イ
ラ
ク
の
国
境
線
の
基
本
ラ
イ
ン
と
な
る
な
ど
、
近
代
史
の
中
で
も
極
め
て
重
要
な
条

約
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

　
一
九
世
紀
の
西
ア
ジ
ア
は
、
周
知
の
と
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
と
い
っ
た
列
強
の
進
出
に
晒
さ
れ
て
い
た
が
、
オ
ス
マ
ン

朝
と
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
の
二
国
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
に
領
土
を
割
譲
し
つ
つ
も
、
辛
う
じ
て
独
立
を
維
持
し
て
い
た
。
本
稿
で
は
、
名
目
的

と
は
い
え
独
立
を
維
持
し
て
い
た
こ
の
二
国
間
で
結
ば
れ
た
第
二
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
を
起
点
に
、
二
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
全
長
が
あ
る
、
イ
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ラ
ン
と
、
ト
ル
コ
・
イ
ラ
ク
の
国
境
の
歴
史
的
な
成
立
過
程
お
よ
び
そ
れ
に
伴
っ
た
、
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
の
伝
統
的
な
「
境
域
」
概
念
の
変
遷

　
　
　
⑧

を
た
ど
る
。

　
本
稿
で
使
用
す
る
主
な
　
次
史
料
と
そ
の
略
号
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
b
σ
○
諺
”
b
d
9
菩
効
ξ
巳
時
○
ω
臼
雪
ご
〉
邑
誌
（
ト
ル
コ
総
理
府
オ
ス
マ
ン
文
書
館
）

　
》
竃
O
一
差
忌
磐
臼
蓋
空
㌫
瓢
霧
口
無
H
（
Φ
傷
．
y
郎
§
ミ
§
ミ
簿
ミ
導
引
琳
．
こ
ミ
暮
ミ
嵐
守
§
奪
豊
（
『
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
イ
ラ
ン
の
歴
史
文
書
．
通
信
文

　
　
集
燥
）
誌
＜
○
｝
。
。
’
6
Φ
ぎ
碧
し
G
。
①
①
ω
山
G
。
刈
卜
。
ω
■

　
国
旨
霞
ロ
ヨ
…
瓢
9
巽
≧
鼠
『
ω
鋤
一
身
（
Φ
9
）
．
出
§
無
ミ
轟
ミ
q
§
脳
こ
嵩
．
心
痴
脳
帖
ぎ
謡
脳
ミ
ミ
織
・
鴇
§
G
§
§
－
帖
》
遷
§
ミ
ミ
沁
爲
ミ
黛
駅
o
G
丸
め
O
へ
潮
嶋
勺
（
『
第
二
次
エ
ル

　
　
ズ
ル
ム
条
約
締
結
過
程
文
書
集
』
）
．
日
①
訂
p
鐸
一
ω
謡
ω
．

　
男
禽
巳
⇔
『
閃
田
箆
Φ
昌
b
d
Φ
搾
寒
§
葛
ぎ
乱
§
§
聴
§
乱
諭
藝
謁
b
ご
寒
（
『
フ
ェ
リ
ー
ド
ゥ
ー
ン
・
ベ
ク
の
書
簡
集
成
』
）
晶
H
ω
冨
p
げ
目
障
憲
δ
巨

　
○
＞
H
d
”
く
鑑
一
山
－
一
累
霊
屋
山
》
讐
似
伽
（
Φ
e
・
O
§
§
・
覧
題
薄
§
昌
瓢
義
民
ミ
嵩
§
．
9
ぎ
勘
ミ
（
『
イ
ラ
ン
昌
オ
ス
マ
ン
朝
間
政
治
文
書
選
集
』
）
■
①
＜
〇
一
ω
■

　
　
6
Φ
げ
鑓
P
一
G
Q
①
り
蒋
卜
。
ω
■

　
昌
b
d
”
幻
8
訂
益
ω
畠
○
ぽ
匡
（
Φ
e
．
§
亀
ぎ
帯
ミ
心
b
ロ
ミ
譜
、
・
鼠
。
◎
へ
9
N
駅
。
。
（
豊
八
四
〇
1
一
九
五
八
年
の
イ
ラ
ン
ー
ー
イ
ラ
ク
国
境
煕
）
．
一
一
く
9
ω
■
Q
瞬
く
雲
ω
帥
－

　
　
受
。
｛
U
虹
H
ゲ
鋤
白
り
一
り
c
Q
り
．

　
窓
d
竃
”
§
昏
隷
§
ミ
ミ
§
篇
§
（
『
条
約
集
成
』
）
．
く
○
一
．
ω
．
H
除
寒
げ
巳
冒
記
Φ
爵
■

U
Φ
・
身
』
Φ
竃
免
§
．
§
詠
ミ
帆
ミ
§
き
、
§
嘗
（
『
イ
ラ
ン
国
境
画
定
調
査
書
』
）
曾
も
］
》
お
。
。
①
F
．

　
国
9
面
賦
日
竃
①
ゲ
ヨ
鼠
国
霞
鶴
鳥
［
℃
3
餌
｝
防
亀
鑑
ミ
ミ
ミ
鼠
建
寒
駄
（
『
国
境
へ
の
旅
』
）
．
①
山
・
9
≧
鐡
葺
⇔
国
ω
Φ
門
．
H
ω
冨
口
げ
出
口
O
り
S

　
ζ
器
町
旨
竃
誠
意
ω
μ
凄
篠
冒
．
賦
H
国
ず
碧
ζ
巨
き
象
ω
－
冨
。
・
げ
目
論
島
げ
疑
9
7
∪
ゆ
≦
｝
o
■
窪
窪
貯
裳
，
ミ
貯
譜
ミ
丸
動
ミ
智
ミ
嘗
（
『
国
境
調
査
報
告
書
』
）
．
Φ
α
・
げ
《

　
　
竃
ロ
げ
鋤
白
ヨ
餌
匹
窓
β
ω
ゲ
回
昌
．
8
Φ
げ
吋
鋤
づ
一
ω
み
c
Q
ω
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
8
0
ぼ
門
捧
。
｛
”
く
Φ
α
Q
o
H
同
く
碧
。
く
8
財
日
。
置
H
時
。
｛
’
国
昌
σ
Q
に
。
。
げ
け
茜
昌
幹
び
《
○
．
閃
．
閏
既
浮
。
買
置
Φ
．
、
、
ζ
Φ
ヨ
○
蜀
口
α
¢
ヨ
。
μ
窪
Φ
日
録
く
Φ
＝
ぎ
α
q
U
日
日
。
｛
団
H
日
。
ぼ
学

　
　
陣
。
戸
国
島
ω
賦
⇒
b
d
o
自
留
蔓
O
o
旨
旨
ω
ω
δ
⇒
Φ
び
一
。
。
お
点
。
。
O
b
。
（
呪
国
境
調
査
委
員
チ
リ
コ
フ
の
旅
日
誌
臨
）
．
．
”
§
免
ご
尋
ご
心
切
。
強
き
く
。
ド
H
H
》
署
』
O
一
ム
謡
■
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①
田
辺
裕
総
監
修
㎎
世
界
地
理
大
百
科
事
典
4
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ァ
ー
』
朝

　
倉
書
店
、
二
〇
〇
二
年
。

②
イ
ス
ラ
ー
ム
の
も
う
一
つ
の
伝
統
的
な
境
界
概
念
で
あ
る
「
イ
ス
ラ
ー
ム
の
家

　
（
ダ
ー
ル
・
ア
ル
ー
ー
イ
ス
ラ
ー
ム
）
」
と
「
戦
争
の
家
（
ダ
ー
ル
・
ア
ル
腱
ハ
ル

　
ブ
と
の
境
界
、
す
な
わ
ち
異
教
徒
と
の
境
界
に
対
し
て
は
、
主
と
し
て
竪
田
α
q
訂

　
（
覧
普
仁
α
q
訂
【
）
が
用
い
ら
れ
る
。
一
般
の
境
界
に
つ
い
て
は
、
「
フ
ド
ゥ
…

　
ド
」
の
他
、
境
界
の
意
味
の
よ
り
強
い
「
サ
ル
パ
ッ
ド
（
路
｝
m
象
と
や
ギ
リ
シ

　
ア
語
由
来
の
「
ス
ヌ
ー
ル
（
ω
§
葺
）
」
も
使
用
さ
れ
る
。

③
清
水
宏
祐
「
ペ
ル
シ
ア
語
地
理
書
建
§
職
ミ
・
爵
§
に
お
け
る
潤
巨
巳
の
概

　
念
」
凹
史
淵
睡
一
四
〇
輯
（
二
〇
〇
三
）
、
ユ
ー
4
0
頁
。

④
た
と
え
ば
ア
ラ
ビ
ア
語
、
ペ
ル
シ
ア
語
双
方
の
地
理
書
を
も
と
に
＝
二
四
〇
年

　
に
執
筆
さ
れ
た
撃
心
魂
の
歓
喜
（
き
冬
ミ
織
貯
ミ
爲
＄
』
で
は
、
門
イ
ラ
ー
ケ
・
ア

　
ラ
ブ
の
諸
都
市
に
つ
い
て
」
と
い
う
章
の
中
で
、
「
そ
の
境
域
（
雲
鳥
巳
）
は
、

　
ナ
ジ
ユ
ド
高
原
と
ペ
ル
シ
ア
湾
と
フ
ー
ゼ
ス
タ
；
ン
地
方
と
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ー
ン

　
［
地
方
］
と
デ
ィ
ヤ
ー
ル
・
バ
ク
ル
［
地
方
］
に
隣
接
し
て
い
る
」
と
記
さ
れ
る

　
の
み
で
、
具
体
的
な
境
界
線
は
示
さ
れ
な
い
［
国
山
ヨ
ら
〉
に
欝
竃
¢
ω
鼠
≦
聯

　
O
震
く
目
員
さ
簿
ミ
匙
“
ミ
鳥
面
訴
．
9
窯
喜
四
ヨ
一
条
U
鋤
げ
⇒
ω
一
台
ρ
H
い
↓
①
訂
雪
w

　
δ
刈
。
。
。
。
も
．
①
昌
。

⑤
イ
ラ
ン
と
イ
ラ
ク
の
国
境
線
に
つ
い
で
は
、
一
九
八
O
I
八
八
年
の
イ
ラ
ン
ー
ー

　
イ
ラ
ク
戦
争
の
記
憶
も
薪
し
い
た
め
、
中
東
現
代
史
研
究
者
に
よ
っ
て
多
く
の
研

　
究
の
蓄
積
が
為
さ
れ
て
い
る
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
竃
。
い
p
o
鷺
鋤
戸
潤
⑦
一
3

　
（
Φ
陣
）
’
§
Q
切
ミ
さ
識
題
ミ
§
懸
こ
曽
守
謡
鐸
d
O
ぴ
℃
話
ω
。
・
▼
ピ
。
巳
O
P
一
④
逡

　
（
以
下
、
b
U
。
§
§
、
誤
認
H
り
譲
と
略
記
）
所
収
の
幾
つ
か
の
論
考
、
℃
響
鼠
音
鈴

　
ζ
帥
呂
。
ぼ
ξ
．
N
匙
ミ
§
寧
隷
・
鴇
蝕
、
藩
ミ
」
寒
ミ
執
喜
ミ
守
§
q
葛
S
爲
心
笏
霜
鼠
婁
・
帆

　
§
、
隷
ミ
§
智
心
立
㍗
国
辱
昏
N
堕
、
S
》
ミ
§
固
竃
、
辱
爵
嵐
餓
嵐
氣
馬
肥
e
↓
①
ゲ
冨
P

　
お
忠
ω
甲
鼠
野
薮
覧
犀
げ
同
心
乱
餌
鼻
諺
N
費
白
H
9
穿
ρ
さ
臨
、
州
鳶
ミ
島
遷
N
嵐
ミ
嵩
思

　
辱
爵
§
ミ
畔
ミ
、
－
帖
§
§
、
，
ミ
§
皇
尊
ミ
・
馬
§
袖
時
》
§
き
6
訂
【
四
P
一
ω
①
O
ρ
智
．
欲
高

　
く
p
置
習
H
▼
諺
切
α
q
訂
【
・
b
尊
琴
ミ
愚
弄
，
ミ
、
隷
鳶
ミ
帖
ぎ
ミ
警
琳
－
賊
ミ
ミ
裡
畑
鴇
，
守
§
§
ぎ
§

　
↓
⑦
財
茜
P
一
ω
“
①
。
・
な
ど
。

⑥
℃
鋼
H
愚
音
無
曾
ら
髭
℃
℃
」
O
O
－
δ
α
参
照
。

⑦
響
宇
美
舅
筆
｛
．
こ
の
他
、
主
命
。
。
Φ
ご
盟
H
身
Φ
r
．
．
∪
Φ
＜
巴
。
℃
ヨ
Φ
纂
。
｛
窪
①

　
聞
餌
£
－
H
鎚
巳
鎚
U
δ
彰
彰
Φ
”
一
。
。
ミ
・
6
翻
．
、
甲
§
ミ
ミ
N
駄
○
§
鷺
ミ
誉
ミ
墜
穿
§
9

　
鱒
O
（
H
ゆ
Q
Q
㎝
）
も
も
■
鼻
。
。
ω
ム
。
。
《
心
。
。
刈
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

⑧
「
イ
ラ
ン
（
困
『
四
”
　
5
ワ
7
効
げ
『
　
＼
　
H
『
瑚
訂
　
N
鋤
H
口
同
　
）
」
の
境
域
概
念
の
歴
史
的
認
識
と
、

　
一
九
世
紀
の
列
強
の
圧
力
に
よ
り
か
…
ジ
ャ
ー
ル
朝
が
領
土
を
喪
失
し
て
い
く
中

　
で
、
当
時
の
「
イ
ラ
ン
」
と
い
う
地
理
的
概
念
が
脆
弱
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か

　
に
し
た
論
考
と
し
て
、
男
碇
o
o
N
等
際
器
温
色
あ
四
げ
㊦
陸
㌦
．
珍
書
σ
Q
雪
質
「
0
9
冨
目
↓
ぎ

　
U
巨
ぎ
冨
匿
p
σ
q
U
o
日
巴
屋
。
剛
◎
ε
母
犀
讐
，
げ
》
胸
㌧
ミ
§
職
§
ミ
§
ミ
ぎ
ミ
嚢
免

　
肉
霜
柱
勲
阿
§
舞
卜
」
⑩
（
漏
り
り
『
ソ
唱
噂
昌
鱒
O
㎝
曲
ω
れ
が
あ
る
。
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第
一
章
第
二
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
と
イ
ラ
ン
”
オ
ス
マ
ン
国
境
問
題

第
二
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
は
、
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
の
モ
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
ー
（
在
位
一
△
一
生
－
四
八
）
と
オ
ス
マ
ン
朝
の
ス
ル
タ
ン
・
ア
ブ

デ
ュ
ル
メ
ジ
ト
一
世
（
在
位
一
八
三
九
一
六
一
）
の
問
で
締
結
さ
れ
、
一
、

相
手
国
へ
の
賠
償
金
請
求
の
放
棄
、
二
、
一
部
門
地
域
や
土
地
の
双
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地図1　1914年ごろの西アジア

方
へ
の
移
譲
お
よ
び
ス
レ
イ
マ
ニ
エ
や
ム
ハ
ン
マ
ラ
な
ど
に
関

す
る
承
諾
、
三
、
以
前
か
ら
の
一
部
の
権
利
主
張
の
放
棄
お
よ

び
国
境
画
定
作
業
の
た
め
の
役
人
の
任
命
、
四
、
未
納
の
損
害

賠
償
金
や
諸
税
の
解
決
に
つ
い
て
、
五
、
亡
命
王
子
に
関
す
る

規
定
、
六
、
相
手
国
の
商
品
に
対
す
る
関
税
権
に
つ
い
て
、
七
、

オ
ス
マ
ン
領
内
の
イ
ラ
ン
人
参
詣
者
や
臣
民
に
関
す
る
規
定
お

よ
び
上
述
の
者
た
ち
の
諸
特
権
、
両
政
府
の
領
事
お
よ
び
彼
ら

の
駐
在
地
と
諸
特
権
、
八
、
国
境
の
遊
牧
民
に
闘
す
る
両
政
府

に
よ
る
承
諾
、
略
奪
・
強
奪
・
侵
攻
の
阻
止
お
よ
び
彼
ら
の
臣

民
権
に
つ
い
て
、
九
、
旧
諸
条
約
の
確
認
と
新
条
約
の
認
証
、

と
い
う
全
九
条
か
ら
な
っ
て
い
る
。

　
第
二
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
が
締
結
さ
れ
る
に
至
っ
た
背
景
に

は
、
一
八
三
七
年
に
、
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
が
東
方
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
に
侵
攻
、
そ
の
首
都
ヘ
ラ
ー
ト
を
包
囲
し
て
イ
ギ
リ
ス
と

対
峙
し
て
い
た
間
隙
を
突
き
、
オ
ス
マ
ン
朝
の
バ
グ
ダ
ー
ド
州

長
官
が
、
当
時
イ
ラ
ン
領
と
考
え
ら
れ
て
い
た
ペ
ル
シ
ア
湾
岸

の
ム
ハ
ン
マ
ラ
（
現
ホ
ッ
ラ
ム
シ
ャ
フ
ル
）
の
占
領
を
敢
行
し
た

事
件
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
オ
ス
マ
ン
政
府
は
、
こ
の
占
領

事
件
よ
り
少
し
前
の
一
八
三
一
年
に
、
イ
ラ
ク
在
地
の
マ
ム

67　（67）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ル
ー
ク
政
権
を
廃
し
、
そ
の
直
轄
統
治
を
再
度
手
中
に
収
め
た
ば
か
り
で
あ
り
、
イ
ラ
ク
へ
の
支
配
権
の
強
化
を
も
く
ろ
ん
で
い
た
。
そ
の
～

環
と
し
て
生
じ
た
ム
ハ
ン
マ
ラ
占
領
問
題
に
対
し
、
イ
ラ
ン
側
は
猛
抗
議
を
行
い
、
報
復
と
し
て
、
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ー
ン
地
方
の
ス
レ
イ
マ
ニ

エ
を
占
領
し
た
。
オ
ス
マ
ン
政
府
は
ス
レ
イ
マ
ニ
エ
を
即
刻
奪
還
し
た
が
、
一
八
四
二
年
に
は
ス
レ
イ
マ
ニ
エ
長
官
が
、
親
イ
ラ
ン
派
で
あ
る

こ
と
を
理
由
に
オ
ス
マ
ン
政
府
に
よ
っ
て
罷
免
さ
れ
た
こ
と
に
異
議
を
唱
え
、
イ
ラ
ン
に
亡
命
す
る
と
い
う
事
件
が
生
じ
、
両
者
は
国
境
を
め

ぐ
っ
て
一
触
即
発
の
事
態
に
陥
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
、
新
任
の
オ
ス
マ
ン
朝
バ
グ
ダ
ー
ド
州
長
官
は
、
同
一
八
四
二
年
、
イ
ラ
ン
人

や
シ
ー
ア
派
ム
ス
リ
ム
が
多
数
を
占
め
る
イ
ラ
ク
の
シ
ー
ア
派
聖
地
カ
ル
バ
ラ
ー
に
侵
攻
し
、
そ
の
地
の
住
民
を
虐
殺
す
る
と
い
う
事
件
を
引

　
　
　
　
②

き
起
こ
し
た
。
こ
こ
に
、
オ
ス
マ
ン
朝
と
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
の
対
立
は
決
定
的
な
も
の
と
な
り
、
両
者
が
戦
火
を
交
え
る
と
い
う
事
態
に
、
こ

れ
ら
の
地
域
で
の
政
情
不
安
を
好
ま
な
か
っ
た
イ
ギ
リ
ス
と
ロ
シ
ア
が
仲
介
国
と
し
て
登
場
し
、
両
者
の
対
立
を
収
め
る
役
割
を
担
っ
た
の
で

あ
る
。
条
約
締
結
の
た
め
の
会
議
は
、
ア
ナ
ト
リ
ア
の
エ
ル
ズ
ル
ム
で
行
わ
れ
た
が
、
一
八
四
三
年
五
月
に
始
ま
っ
た
四
ヵ
国
協
議
は
、
ガ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ジ
ャ
ー
ル
朝
と
オ
ス
マ
ン
朝
の
利
害
の
対
立
か
ら
、
特
に
国
境
問
題
と
賠
償
金
問
題
に
お
い
て
解
決
は
困
難
を
極
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
最
終

的
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
強
力
な
指
導
料
の
も
と
に
、
～
八
園
の
協
議
と
条
文
作
成
会
議
を
経
て
、
先
に
見
た
全
九
条
の
条
文
す
べ
て
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

両
者
の
十
分
な
合
意
の
な
い
ま
ま
、
一
八
四
七
年
五
月
の
締
結
へ
と
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
第
二
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
に
お
い
て
、
国
境
に
関
す
る
取
り
決
め
は
以
下
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。
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イ
ラ
ン
政
府
は
、
ゾ
ハ
ー
ブ
地
方
〔
管
区
〕
の
広
範
な
土
地
す
べ
て
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
西
側
の
土
地
を
、
オ
ス
マ
ン
政
府
に
引
渡
す
こ
と
を
了
承
す

る
。
オ
ス
マ
ン
政
府
も
ま
た
、
ゾ
ハ
ー
ブ
〔
管
区
〕
の
東
側
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
山
岳
怨
す
べ
て
を
、
ケ
レ
ン
ド
峡
谷
に
加
え
て
イ
ラ
ン
政
府
に
引
渡
す

こ
と
を
承
諾
す
る
。
イ
ラ
ン
政
府
は
、
ス
レ
イ
マ
ニ
馬
市
と
同
管
区
に
対
す
る
権
利
主
張
を
放
棄
し
、
オ
ス
マ
ン
政
府
が
上
述
の
管
区
に
お
い
て
有
す
る

所
有
権
に
対
し
て
、
如
何
な
る
時
も
、
ま
た
如
何
な
る
方
法
で
も
干
渉
や
侵
害
を
行
わ
な
い
．
こ
と
を
厳
と
し
て
承
諾
す
る
。
ま
た
、
オ
ス
マ
ン
政
府
は
、

ム
ハ
ン
マ
ラ
市
と
同
港
、
ヒ
ズ
ル
島
（
現
ア
ー
バ
ー
ダ
ー
ン
）
、
投
錨
地
、
さ
ら
に
シ
ャ
ッ
ト
ル
ア
ラ
ブ
の
東
岸
、
す
な
わ
ち
左
岸
　
　
遊
牧
民
の
所
有

地
で
あ
り
、
イ
ラ
ン
に
属
す
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
…
…
に
つ
い
て
、
そ
の
所
有
権
に
関
し
て
は
イ
ラ
ン
の
占
膚
と
な
る
こ
と
を
厳
と
し
て
承
諾
す
る
。
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加
え
て
、
イ
ラ
ン
船
籍
は
、
完
金
な
る
自
由
で
も
っ
て
、
シ
ャ
ッ
ト
ル
ア
ラ
ブ
の
河
口
か
ら
両
政
府
の
国
境
分
岐
点
ま
で
、
上
述
の
河
川
を
航
行
す
る
権

　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
利
を
有
す
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
条
文
に
基
づ
き
、
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ー
ン
地
方
の
ゾ
ハ
ー
ブ
地
域
は
東
西
に
分
割
さ
れ
、
ケ
レ
ン
ド
な
ど
東
側
の
部
分
は
イ
ラ

ン
側
に
、
ま
た
ス
レ
イ
マ
ニ
エ
市
を
中
心
と
す
る
ス
レ
イ
マ
ニ
エ
管
区
は
す
べ
て
オ
ス
マ
ン
政
府
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
南

方
で
は
、
ム
ハ
ン
マ
ラ
と
ヒ
ズ
ル
島
を
は
じ
め
と
す
る
、
シ
ャ
ッ
ト
ル
ア
ラ
ブ
川
の
東
側
は
イ
ラ
ン
側
の
領
有
と
定
め
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
る
。
ま
た
同
条
約
第
八
条
で
は
、

　
　
　
両
イ
ス
ラ
ー
ム
政
府
は
、
国
境
（
ω
雛
霰
＆
島
）
に
い
る
遊
牧
民
や
部
族
ら
に
よ
る
略
奪
や
強
奪
の
撃
退
と
阻
止
の
た
め
に
、
必
要
な
措
置
を
採
り
、
執

　
　
行
ず
る
こ
と
、
お
よ
び
こ
の
目
的
の
た
め
に
、
適
切
な
場
所
に
軍
隊
を
設
置
す
る
こ
と
を
了
承
す
る
。
ま
た
、
両
政
府
は
、
互
い
の
領
土
で
生
じ
た
威
嚇

　
　
や
略
奪
や
殺
害
と
い
っ
た
侵
略
的
行
為
の
責
任
を
負
う
こ
と
を
保
証
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
帰
属
が
明
ら
か
で
な
い
係
争
対
象
部
族
は
、
一
度
に
限
っ
て
、

　
　
自
ら
の
意
志
や
選
択
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
居
慣
す
る
予
定
の
場
所
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
帰
属
が
明
ら
か
な
部
族
は
、
強
制
的
に
、
属
す
る
政
府
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
土
地
に
入
れ
ら
れ
る
。

と
定
め
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、
山
岳
地
帯
や
南
方
の
平
野
部
に
暮
ら
す
遊
牧
民
の
居
住
地
の
確
認
と
そ
の
帰
属
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
た
。
遊
牧
民
の
帰
属
を
確
認
す
る
こ
と
は
、
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ー
ン
お
よ
び
シ
ャ
ッ
ト
ル
ア
ラ
ブ
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
遊
牧
民
た
ち
の
帰
属

意
識
が
政
権
へ
の
忠
誠
心
と
な
り
、
政
権
側
に
と
っ
て
は
、
忠
誠
を
誓
う
部
族
の
居
住
地
が
領
土
と
し
て
把
握
し
得
る
と
い
っ
た
通
時
代
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

現
象
に
依
拠
し
て
お
り
、
彼
ら
の
存
在
こ
そ
が
、
そ
の
地
方
の
国
境
線
を
決
定
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
上
記
の
条
文
を
見
る
限
り
、
第
二
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
に
お
い
て
は
、
後
世
の
研
究
書
な
ど
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
、
国
境
が

明
確
に
定
め
ら
れ
た
と
い
う
印
象
は
受
け
な
い
。
確
か
に
、
同
条
約
第
二
条
で
は
、
ゾ
ハ
ー
ブ
地
方
と
ス
レ
イ
マ
ニ
エ
地
方
、
お
よ
び
ペ
ル
シ

ア
湾
に
臨
む
シ
ャ
ッ
ト
ル
ア
ラ
ブ
を
境
と
し
た
国
境
線
の
確
立
、
そ
し
て
第
八
条
で
は
、
国
境
地
帯
を
季
節
移
動
す
る
遊
牧
民
の
移
動
の
禁
止
、

と
い
っ
た
お
お
よ
そ
の
国
境
線
お
よ
び
遊
牧
民
の
帰
属
が
定
め
ら
れ
て
は
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
長
二
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
の
国
境
が
、
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こ
の
条
約
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
と
考
え
る
に
は
、
先
の
二
つ
の
条
文
か
ら
で
は
首
肯
し
が
た
い
の
も
事
実
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
別
の
条
文
を
見
る
と
、
第
三
条
に
は
、
「
両
政
府
は
、
本
条
約
に
基
づ
き
、
領
土
に
関
し
て
行
っ
て
い
た
他
の
権
利
主
張
を
放
棄
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

測
量
士
と
役
人
を
定
め
て
、
旧
来
の
条
項
に
応
じ
て
、
両
政
府
の
国
境
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
了
承
す
る
」
と
あ
り
、
条
約
締
結
後
に
、
ガ
ー

ジ
ャ
ー
ル
朝
と
オ
ス
マ
ン
朝
は
合
同
で
国
境
調
査
を
行
う
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
条
約
締
結
後
の
国
境
調
査
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
後

に
章
を
改
め
て
検
討
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
ま
ず
、
条
文
で
挙
げ
ら
れ
て
い
た
地
名
か
ら
検
討
を
加
え
た
い
。
そ
も
そ
も
、
ゾ
ハ
ー
ブ
地
方
や

ス
レ
イ
マ
ニ
エ
地
方
、
あ
る
い
は
ム
ハ
ン
マ
ラ
な
ど
の
帰
属
は
そ
れ
以
前
に
定
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
答
え
は
同
条
約
第
九
条
の

条
文
に
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
、

　
　
　
　
旧
来
の
諸
協
定
の
す
べ
て
の
条
項
、
特
に
、
本
条
約
に
よ
っ
て
廃
止
や
変
更
が
為
さ
れ
な
か
っ
た
＝
一
三
八
年
（
西
暦
一
八
二
三
年
）
の
エ
ル
ズ
ル
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
　
　
条
約
の
条
項
は
す
べ
て
有
効
な
も
の
と
し
て
存
続
し
、
一
字
一
句
す
べ
て
が
本
条
約
中
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
と
同
様
の
効
力
を
有
す
。

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
記
さ
れ
て
い
る
「
旧
来
の
諸
協
定
（
馨
、
餌
宏
量
山
鉾
げ
5
p
）
」
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
条
項
の

；
三
句
す
べ
て
が
有
効
と
さ
れ
た
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
に
は
、
如
何
な
る
条
文
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
こ
の
点
を
詳
し
く
見

て
い
こ
う
。
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①
～
九
世
紀
初
頭
の
バ
グ
ダ
ー
ド
の
マ
ム
ル
ー
ク
政
権
の
弱
体
化
と
オ
ス
マ
ン
政

　
府
に
よ
る
イ
ラ
ク
支
配
の
再
確
立
に
つ
い
て
は
、
ピ
。
⇒
α
q
ユ
α
q
α
q
り
ω
帯
℃
げ
Φ
⇒
踏
①
旨
ω
－

　
一
Φ
《
．
凄
ミ
G
§
ミ
誌
題
ミ
§
譜
こ
愚
書
O
改
。
a
曽
一
露
9
冨
』
爵
面
恥
①
参
照
。

②
当
時
の
カ
ル
バ
ラ
ー
で
は
シ
ー
ア
派
住
民
に
よ
る
半
自
治
が
行
わ
れ
、
オ
ス
マ

　
ン
政
府
へ
の
帰
属
意
識
が
脆
弱
で
あ
っ
た
。
カ
ル
バ
ラ
ー
事
件
の
経
緯
に
つ
い
て

　
は
、
O
o
罫
冒
轡
即
H
．
卸
竃
o
o
す
口
鼠
。
導
Φ
昌
．
、
、
筈
p
跨
斜
鼻
。
げ
露
国
ω
江
δ
ヨ
ぎ

　
同
国
ρ
一
↓
7
Φ
囲
①
ぴ
Φ
一
目
o
p
o
｛
○
〔
δ
ヨ
磐
姻
無
げ
p
『
一
日
目
口
。
蒔
－
一
〇
〇
鼻
ω
．
、
Y
ミ
笥
職
ミ
‡
や

　
恥
§
ひ
一
感
（
守
り
○
○
①
y
署
．
一
一
ト
⊃
山
心
G
Q
が
詳
し
い
。

③
領
土
問
題
に
関
す
る
オ
ス
マ
ン
側
の
ク
レ
ー
ム
と
、
そ
れ
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
、

　
ロ
シ
ア
の
妥
協
的
解
決
案
に
つ
い
て
は
、
評
窃
跳
q
。
。
F
愚
・
9
。
計
署
．
卜
。
ま
面
認
参

　
照
。

④
条
約
締
結
の
過
程
に
つ
い
て
は
未
だ
十
分
な
研
究
が
為
さ
れ
て
い
な
い
が
、
総

　
理
府
オ
ス
マ
ン
文
書
館
（
じ
d
O
》
■
囲
邸
山
Φ
ζ
①
ω
獣
＝
竃
μ
気
ヨ
ヨ
Φ
．
客
。
■
δ
艀
ω
－

　
一
二
〇
）
、
欄
第
二
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
締
結
過
程
文
書
選
曲
、
『
イ
ラ
ン
ー
ー
オ
ス
マ

　
ン
国
境
』
な
ど
に
、
交
渉
過
程
の
当
事
者
た
ち
の
文
書
が
多
数
残
さ
れ
て
お
り
、

　
今
後
こ
れ
ら
を
利
用
し
た
包
括
的
な
研
究
が
待
た
れ
る
。

⑤
○
鳶
q
法
訟
お
ム
。
。
9
ζ
¢
竃
“
H
調
乳
＼
9
①
．
〔
〕
内
は
、
オ
ス
マ
ン
語
の
『
条

　
約
集
成
㎞
に
拠
る
も
の
。
（
）
内
は
筆
者
に
よ
る
補
足
説
明
。
以
下
の
条
文
の



　
引
用
で
も
同
様
。

⑥
○
＞
H
g
H
＼
蒔
。
。
ど
ζ
¢
ζ
臼
＼
S
。
。
．

⑦
現
実
に
、
特
に
ク
ル
ド
系
遊
牧
民
の
帰
属
意
識
の
移
ろ
い
易
さ
が
、
ザ
グ
ロ
ス

　
山
脈
か
ら
テ
ィ
グ
リ
ス
川
ま
で
一
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
の
広
範
な
国
境
地
帯
を

　
生
み
出
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
［
Ω
ω
冨
P
竃
巴
◎
↓
」
、
↓
7
Φ
ρ
器
5
。
け
δ
⇒
o
｛

　
隊
霞
象
簿
き
磐
匹
騨
営
、
し
。
ぎ
8
ヨ
9
鼠
。
昌
巴
げ
。
置
Φ
『
ω
．
、
り
し
6
0
§
§
識
跨
一
8
♪
で
．
詔
］
。

⑧
O
≧
停
圏
＼
戯
。
。
9
ζ
¢
異
同
ミ
①
’

⑨
O
≧
停
團
訟
。
。
押
竃
¢
罫
日
＼
。
。
■

第
二
章
　
「
旧
来
の
諸
協
定
」

第
一
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約

近代西アジアにおける国境の成立（守川）

　
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
二
一
二
八
年
／
西
暦
一
八
二
三
年
に
締
結
さ
れ
た
「
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
」
は
、
通
常
「
第
一
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
が
、
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
の
フ
ァ
ト
フ
・
ア
リ
ー
・
シ
ャ
ー
（
在
位
一
七
九
七
一
～
八
三
四
）
と
オ
ス
マ
ン
朝
の
ス
ル
タ
ン
・
マ
フ
ム
ト
ニ

世
（
在
位
一
八
○
八
－
三
九
）
の
間
で
締
結
さ
れ
た
和
平
条
約
で
あ
り
、
全
七
条
か
ら
な
っ
て
い
る
。

　
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
と
オ
ス
マ
ン
朝
の
抗
争
は
、
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
の
成
立
前
後
か
ら
続
く
も
の
で
あ
っ
た
。
両
者
の
最
初
の
大
規
模
な
衝
突

は
、
一
九
世
紀
初
頭
に
既
に
生
じ
て
い
る
。
当
時
、
成
立
し
た
ば
か
り
の
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
は
北
方
領
土
を
め
ぐ
っ
て
一
八
〇
四
年
に
ロ
シ
ア

と
戦
い
、
さ
ら
に
そ
の
二
年
後
に
は
オ
ス
マ
ン
朝
も
ま
た
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ワ
ラ
キ
ア
と
モ
ル
ダ
ヴ
ィ
ア
占
領
を
受
け
、
ロ
シ
ア
と
戦
っ
た
。

こ
れ
ら
の
対
ロ
シ
ア
戦
争
が
一
段
落
し
た
両
国
は
、
一
八
二
一
年
に
戦
争
を
開
始
し
た
。
オ
ス
マ
ン
朝
に
よ
る
ク
ル
デ
ィ
ス
口
髭
ン
地
方
で
の

相
次
ぐ
領
土
侵
犯
と
イ
ラ
ク
で
の
イ
ラ
ン
人
工
礼
者
や
商
人
へ
の
迫
害
に
抗
す
る
た
め
、
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
は
、
二
人
の
皇
子
を
そ
れ
ぞ
れ
ア

ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
イ
ラ
ク
の
二
面
作
戦
で
派
兵
し
た
が
、
途
中
バ
グ
ダ
ー
ド
へ
向
か
っ
て
い
た
皇
子
が
疫
病
で
没
し
、
こ
こ
に
両
政
府
は
和

　
　
　
　
　
①

解
へ
と
傾
い
た
。

　
第
一
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
は
、
こ
の
よ
う
な
国
際
関
係
の
中
で
締
結
さ
れ
た
和
平
条
約
で
あ
る
た
め
、
冒
頭
に
以
下
の
よ
う
な
約
款
が
記
さ
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れ
て
い
る
。

　
　
　
騒
擾
と
係
争
の
剣
は
鞘
に
収
め
、
至
高
な
る
両
政
府
の
間
に
お
い
て
、
魂
胆
や
冷
淡
の
要
因
と
な
り
和
平
や
友
情
に
反
す
る
よ
う
な
行
為
は
生
ぜ
し
め

　
　
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
至
高
な
る
オ
ス
マ
ン
政
府
の
旧
来
の
境
域
（
冨
島
巳
高
ρ
巴
同
暴
）
の
内
側
に
あ
る
も
の
で
、
戦
争
の
際
、
ま
た
そ
れ
以
前
に
、

　
　
崇
高
な
る
イ
ラ
ン
政
府
の
手
に
渡
っ
た
城
砦
や
領
地
や
町
や
村
は
、
本
調
停
に
明
文
化
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
有
効
証
文
期
日
よ
り
六
十
日
以
内
に
、

　
　
オ
ス
マ
ン
政
府
の
側
に
す
べ
て
移
譲
さ
れ
る
。
ま
た
、
本
調
停
の
遵
守
に
鑑
み
て
、
両
政
府
の
捕
虜
を
、
隠
蔽
や
隠
匿
な
く
解
放
し
、
彼
ら
に
と
っ
て
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
要
と
な
る
糧
食
や
そ
の
他
の
物
品
を
支
給
し
、
両
政
府
の
国
境
（
G
o
節
H
げ
9
μ
畠
倒
け
）
ま
で
送
還
す
る
。

　
こ
こ
で
は
、
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
、
オ
ス
マ
ン
朝
と
も
に
、
新
た
な
獲
得
地
の
放
棄
が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
第
一
次
エ
ル

ズ
ル
ム
条
約
は
、
全
体
的
に
、
前
章
に
見
た
第
二
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
よ
り
も
詳
細
な
内
容
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
中
で
国
境
に
関
す
る

事
項
は
、
第
一
条
、
第
三
条
に
現
れ
る
。

　
　
第
一
条

　
　
　
至
高
な
る
両
政
府
は
、
互
い
の
内
政
に
干
渉
し
て
は
な
ら
な
い
。
今
後
、
バ
グ
ダ
ー
ド
や
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ー
ン
方
面
へ
の
干
渉
は
認
め
ら
れ
な
い
。
特

　
　
に
、
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ー
ン
管
区
の
う
ち
、
境
域
地
帯
に
含
ま
れ
な
い
諸
地
域
は
、
如
何
な
る
点
に
お
い
て
も
、
新
旧
の
所
有
者
ら
に
対
す
る
至
高
な
る
イ

　
　
　
ラ
ン
政
府
の
側
か
ら
の
干
渉
や
侵
攻
や
侵
略
は
容
認
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
上
述
の
地
域
に
お
い
て
、
一
方
か
ら
夏
営
や
冬
営
の
た
め
に
移
動
す
る
際
に
、

　
　
慣
習
税
・
夏
聖
地
税
・
冬
営
地
税
な
ど
の
名
目
で
徴
収
さ
れ
て
い
る
諸
税
や
そ
の
他
の
訴
訟
に
関
し
て
は
、
偉
大
な
る
代
理
人
で
あ
る
イ
ラ
ン
政
府
の
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
太
子
〔
ア
ッ
バ
ー
ス
・
ミ
ー
ル
ザ
ー
〕
と
バ
グ
ダ
ー
ド
州
長
富
が
協
議
し
、
両
政
府
の
憤
愚
の
原
因
を
廃
す
る
よ
う
努
め
る
。
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第
三
条

　
両
政
府
間
で
係
争
中
で
あ
っ
た
ハ
イ
ダ
ラ
ー
ン
ル
ー
（
切
9
琶
p
感
巳
q
）
部
族
や
ス
イ
ー
バ
キ
ー
（
ω
昌
葵
H
〔
曽
げ
路
菖
）
部
族
に
つ
い
て
は
、
今
日
オ

ス
マ
ン
政
府
の
領
土
に
居
住
し
て
い
る
者
は
、
そ
の
方
面
に
い
る
限
り
に
お
い
て
、
も
し
イ
ラ
ン
領
内
に
侵
入
し
、
損
害
を
与
え
る
な
ら
ば
、
国
境
警
備

官
（
ω
鋤
目
犀
陰
山
恥
四
円
醒
際
）
は
彼
ら
を
阻
止
し
、
訓
戒
す
る
よ
う
注
意
を
払
う
。
も
し
彼
ら
が
侵
攻
や
損
害
か
ら
手
を
引
か
ず
、
国
境
の
役
人
に
よ
っ
て
阻
止



近代西アジアにおける国境の成立（守川）

　
　
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
至
高
な
る
オ
ス
マ
ン
政
府
は
彼
ら
を
所
有
す
る
権
利
を
放
棄
す
る
。
ま
た
、
も
し
彼
ら
が
自
ら
の
意
思
や
選
択
で
も
っ
て
イ
ラ

　
　
ン
に
行
く
場
合
に
は
、
オ
ス
マ
ン
政
府
は
彼
ら
の
所
有
や
阻
止
を
行
わ
な
い
。
彼
ら
が
イ
ラ
ン
政
晦
の
側
に
行
っ
た
後
に
、
再
度
オ
ス
マ
ン
領
内
に
や
つ

　
　
て
き
た
場
合
に
は
、
決
し
て
彼
ら
の
所
有
や
権
利
主
張
を
行
わ
な
い
。
ま
た
、
彼
ら
が
イ
ラ
ン
の
側
に
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
オ
ス
マ
ン
政
麻
の
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
境
を
越
え
、
損
害
を
与
え
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
イ
ラ
ン
の
国
境
役
人
は
、
彼
ら
の
阻
止
と
侵
害
に
注
意
を
払
う
。

　
こ
の
よ
う
な
措
置
は
、
先
に
示
し
た
と
お
り
、
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
が
、
当
時
オ
ス
マ
ン
領
で
あ
っ
た
バ
グ
ダ
ー
ド
や
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ー
ン
地

域
に
侵
攻
し
よ
う
と
し
て
い
た
歴
史
的
背
景
を
踏
ま
え
、
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
の
後
押
し
で
成
立
し
た
こ
の
条

約
に
お
い
て
は
、
特
に
第
一
条
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
イ
ラ
ン
側
に
厳
し
い
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
フ
ァ
ト
フ
・
ア
り
一
・
シ
ャ
ー
自
身
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

条
約
の
内
容
に
終
始
不
満
を
抱
い
て
い
た
と
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
第
一
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
の
総
則
と
し
て
、
実
際
に
は
次
の
よ
う
な
文
面
が
最
初
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　
　
　
　
一
一
五
九
年
（
西
暦
一
七
四
六
年
）
に
締
結
さ
れ
た
調
停
と
協
定
書
に
基
づ
き
、
旧
来
の
国
境
（
喜
留
臼
歯
ら
。
募
q
鼠
毬
脅
ヨ
9
）
と
、
巡
礼
者
や
商

　
　
人
に
関
す
る
事
、
亡
命
者
の
拒
否
、
捕
虜
の
解
放
、
特
定
の
人
物
の
至
高
な
る
両
面
府
内
で
の
居
住
と
い
っ
た
以
前
の
諸
規
定
は
す
べ
て
、
両
政
府
間
に

　
　
お
い
て
存
続
し
、
遵
守
さ
れ
、
有
効
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
基
本
原
則
に
は
如
何
な
る
点
に
お
い
て
も
違
約
は
生
じ
ず
、
至
高
な
る
両
政
府
間
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
友
好
の
諸
規
定
や
、
協
調
や
友
情
の
必
然
性
は
永
続
的
に
実
施
さ
れ
る
。

　
こ
の
総
則
に
お
い
て
明
瞭
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
国
境
問
題
で
あ
れ
巡
礼
者
問
題
で
あ
れ
、
第
一
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
の
根
本
は
、

＝
｝
五
九
年
の
調
停
お
よ
び
協
定
書
」
に
基
づ
く
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
西
暦
一
七
四
六
年
に
締
結
さ
れ
た
キ
ャ
ル
ダ
ー
ン

条
約
を
指
す
。
続
い
て
キ
ャ
ル
ダ
ー
ン
条
約
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
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ニ
　
キ
ャ
ル
ダ
ー
ン
条
約

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
キ
ャ
ル
ダ
ー
ン
条
約
は
、
ア
フ
シ
ャ
ー
ル
朝
（
一
七
三
六
－
九
六
）
の
ナ
ー
デ
ィ
ル
・
シ
ャ
ー
（
在
位
一
七
三
六
－
四
七
）
と
オ
ス
マ
ン
朝
の
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ル
タ
ン
・
マ
フ
ム
ト
・
ハ
ー
ン
一
世
（
在
位
～
七
三
〇
一
五
四
）
と
の
間
で
一
七
四
六
年
に
締
結
さ
れ
た
。
同
条
約
は
、
ナ
ー
デ
ィ
ル
・
シ
ャ
ー

が
当
時
オ
ス
マ
ン
領
で
あ
っ
た
イ
ラ
ク
に
侵
攻
し
、
北
イ
ラ
ク
の
テ
ィ
グ
リ
ス
右
岸
に
あ
る
モ
ー
ス
ル
を
包
囲
す
る
と
い
う
緊
張
状
態
を
受
け

て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
ナ
ー
デ
ィ
ル
・
シ
ャ
ー
の
ス
ン
ナ
派
寄
り
の
政
策
に
よ
り
、
ス
ン
ナ
派
と
シ
ー
ア
派
と
い
っ
た
宗

派
問
題
が
薄
れ
、
オ
ス
マ
ン
側
も
ま
た
、
シ
ー
ア
派
と
い
う
言
葉
を
使
用
せ
ず
に
、
シ
ー
ア
派
法
学
の
ジ
ャ
ー
フ
ァ
ル
学
派
を
、
ス
ン
ナ
派
の

第
五
学
派
と
し
て
容
認
す
る
姿
勢
に
転
じ
た
。
こ
の
よ
う
な
政
治
的
動
向
を
背
景
と
し
て
締
結
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
キ
ャ
ル
ダ
ー
ン
条
約
で
あ

る
。　

キ
ャ
ル
ダ
ー
ン
条
約
は
、
西
ア
ジ
ア
地
域
で
は
比
較
的
新
し
く
、
両
政
府
の
合
意
に
基
づ
く
「
条
項
」
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
国
境
画
定
を

扱
っ
た
序
章
（
総
則
）
、
巡
礼
者
の
扱
い
に
関
す
る
第
一
条
、
駐
在
大
使
に
関
す
る
第
二
条
、
捕
虜
規
定
の
第
三
条
、
そ
し
て
「
付
則
」
の
部

分
か
ら
な
る
。
国
境
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
の
は
、
以
下
の
各
項
目
で
あ
る
。
ま
ず
、
総
則
に
お
い
て
、

　
　
　
ス
ル
タ
ン
・
ム
ラ
ト
・
ハ
ー
ン
四
阿
の
時
代
に
生
じ
た
和
解
調
停
は
、
両
国
家
に
お
い
て
遵
守
さ
れ
、
上
述
の
調
停
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
国
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
　
　
（
ザ
ロ
島
q
恥
く
簿
ω
β
昌
q
H
）
は
、
如
何
な
る
損
失
や
変
更
も
な
く
、
当
時
の
規
定
の
ま
ま
存
続
す
る
。

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
今
後
、
騒
擾
は
眠
り
に
つ
き
、
敵
村
の
剣
は
鞘
に
収
ま
る
よ
う
に
。
ま
た
、
両
者
の
威
信
に
相
応
し
く
、

両
国
家
の
関
係
の
改
善
や
そ
の
維
持
に
適
う
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
で
実
施
せ
よ
。
ま
た
、
憎
悪
を
触
発
し
、
調
停
や
和
平
に
反
す
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
事
柄
は
、
両
者
共
に
回
避
せ
よ
」
と
い
う
約
款
が
記
さ
れ
、
和
平
条
約
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
同
条
約
の

「
付
則
」
の
部
分
で
は
、

　
　
　
ス
ル
タ
ン
・
ム
ラ
ト
・
ハ
ー
ン
の
時
代
に
あ
っ
た
国
境
地
域
（
嘗
匹
段
鼻
雲
昌
巳
は
再
確
認
さ
れ
、
国
境
の
統
治
者
ら
は
、
両
国
家
の
友
好
に
反
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⑪

　
　
す
る
行
為
を
回
避
せ
よ
。
（
後
略
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
国
境
に
関
し
て
は
、
こ
の
二
箇
所
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
以
上
に
、
具
体
的
な
内
容
や
地
名
は
ひ
と
つ
も
現
れ
な
い
。
同
条

客
衆
で
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
条
約
の
基
本
事
項
は
以
前
の
調
停
に
遡
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
か
つ
そ
れ
を
遵
守
す
べ
し
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
意
図
さ
れ
て
い
る
調
停
と
は
す
な
わ
ち
、
ス
ル
タ
ン
・
ム
ラ
ト
・
ハ
ー
ン
時
代
の
和
約
で
あ
る
ゾ
ハ
ー
ブ
協
定
の
こ

と
で
あ
る
。

三
ゾ
ハ
ー
ブ
協
定

近代暫アジアにおける国境の成立（“：」11）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
イ
ラ
ン
ー
ー
オ
ス
マ
ン
国
境
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
最
も
重
要
な
条
約
が
こ
の
ゾ
ハ
ー
ブ
協
定
で
あ
る
。

　
一
六
二
四
年
の
シ
ャ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
（
在
位
～
五
八
七
ー
エ
ハ
ニ
九
）
に
よ
る
征
服
以
降
、
イ
ラ
ク
は
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
（
一
五
〇
一
－
一
七

二
二
）
の
支
配
下
に
置
か
れ
て
い
た
が
（
地
図
2
左
側
の
線
参
照
）
、
オ
ス
マ
ン
皇
帝
ス
ル
タ
ン
・
ム
ラ
ト
四
世
（
在
位
｝
六
…
｝
三
－
四
〇
）
は
、
｝

六
三
五
年
に
東
方
領
土
奪
還
の
た
め
エ
レ
ヴ
ァ
ン
地
方
に
遠
征
し
、
そ
の
後
南
下
し
て
イ
ラ
ク
に
向
か
い
、
一
六
三
八
年
末
に
バ
グ
ダ
ー
ド
を

陥
落
さ
せ
た
。
バ
グ
ダ
ー
ド
再
征
服
を
受
け
、
同
皇
帝
と
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
シ
ャ
ー
・
サ
フ
ィ
i
（
在
位
｝
六
二
九
i
四
こ
）
の
間
で
和
平
を

協
議
す
る
書
簡
が
、
翌
｝
六
三
九
年
に
交
換
さ
れ
た
。
こ
れ
が
ゾ
ハ
ー
ブ
協
定
と
一
二
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
ゾ
ハ
ー
ブ
協
定
は
、
一
九
世
紀
中
葉
の
第
二
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
締
結
前
後
の
国
境
交
渉
に
際
し
、
イ
ラ
ン
洞
オ
ス
マ
ン
国
境
の
基
本
ラ
イ

ン
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
国
境
交
渉
の
会
議
の
場
で
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
一
九
世
紀
の
イ
ラ
ン
側
の
全
権
大
使
ら
は
、
同
協
定
の
原
本
が
残
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

て
い
な
い
と
主
張
す
る
が
、
実
際
に
は
、
オ
ス
マ
ン
朝
の
『
文
書
集
成
』
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
よ
び
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
富
津
の
年
代
記
に
そ
の
写
し
が
採
録
さ
れ

て
い
る
。
「
国
境
画
定
書
（
ω
信
昌
回
－
鼠
暴
）
」
と
も
題
さ
れ
る
そ
れ
ら
の
書
簡
に
よ
る
と
、
ム
ラ
ト
四
書
と
シ
ャ
ー
・
サ
フ
ィ
ー
の
使
節
ら
の
協

議
の
結
果
、
「
バ
グ
ダ
ー
ド
と
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
地
方
の
境
界
（
G
o
β
づ
q
H
く
ゆ
し
0
9
同
ぽ
僧
匹
匹
）
」
は
以
下
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。
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近代西アジアにおける国境の成立（守1の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
オ
ス
マ
ン
皇
帝
（
℃
匿
昏
響
－
一
く
鯨
目
・
U
鋒
）
の
関
係
者
と
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
家
（
山
畠
ヨ
習
四
三
莚
暴
け
出
門
ω
『
蟹
）
の
関
係
者
に
属
す
る
事
柄
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

「
ジ
ャ
サ
ー
ン
（
智
ω
弩
）
」
と
「
バ
ド
ラ
（
し
d
鍬
贔
、
目
）
」
は
オ
ス
マ
ン
皇
帝
の
関
係
者
に
、
ま
た
「
マ
ン
ダ
リ
ー
ジ
ュ
城
砦
（
ρ
霧
ぴ
甲
覧

鼠
睾
畠
ヨ
冒
）
」
か
ら
「
ダ
ル
タ
ン
グ
（
U
銭
＄
爵
）
」
ー
ダ
ル
タ
ン
グ
の
境
界
は
「
サ
ル
ミ
ー
ル
（
ω
碧
随
一
）
」
で
あ
る
　
　
ま
で
の
、
荒
蕪
地

（
招
酔
倒
ご
は
オ
ス
マ
ン
皇
帝
の
関
係
者
に
属
し
、
山
岳
地
（
宮
げ
）
は
サ
フ
ァ
ヴ
イ
ー
家
の
関
係
者
に
属
す
。
「
ダ
ル
ナ
（
U
碧
暴
と
と
、
サ
ル
ミ
ー

ル
が
境
界
で
あ
る
ダ
ル
タ
ン
グ
は
、
オ
ス
マ
ン
皇
帝
の
関
係
者
に
属
す
。
ジ
ャ
ー
フ
（
寅
暁
）
［
部
族
］
の
う
ち
、
ズ
ィ
ヤ
ー
ウ
ッ
デ
イ
ー
ン
（
酎
愚
塾

U
冒
）
と
ハ
ー
ル
ー
二
一
（
頃
鍵
嬢
寓
）
は
オ
ス
マ
ン
皇
帝
の
関
係
者
に
属
し
、
ビ
ー
ラ
（
ゆ
ゴ
p
）
と
ザ
ル
ド
ゥ
ー
ニ
ー
（
U
銭
費
ヨ
〈
N
三
音
a
）
は
サ
フ

ァ
ヴ
ィ
ー
家
の
関
係
者
に
属
す
。
山
頂
に
あ
る
「
ザ
ン
ジ
ー
ル
城
砦
（
ρ
弩
9
－
風
N
p
三
巳
」
は
破
壊
し
、
そ
の
頭
側
に
あ
る
村
落
は
オ
ス
マ
ン
皇
帝
の
関

係
者
に
、
ま
た
東
側
の
村
落
は
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
i
家
の
関
係
者
に
属
す
。
門
ザ
ー
リ
ム
城
砦
（
ρ
餌
一
．
騨
－
望
一
N
上
り
馬
〈
N
餌
団
ヨ
“
〉
財
）
」
の
上
に
あ
る
山
は
、
ザ
ー

リ
ム
を
眺
望
す
る
側
は
オ
ス
マ
ン
皇
帝
の
関
係
者
に
、
「
オ
ラ
マ
ン
城
砦
（
ρ
臥
．
p
－
融
〉
護
弩
ぎ
）
」
や
村
落
（
蝕
国
法
叩
訂
）
や
そ
れ
ら
の
周
辺
は
サ
フ

ァ
ヴ
ィ
ー
家
の
関
係
者
の
も
の
と
な
る
。
「
チ
ャ
ガ
！
ン
（
O
訂
σ
q
げ
習
と
の
峠
道
が
境
界
で
あ
る
「
シ
ャ
フ
レ
ズ
ー
ル
（
ω
訂
芹
昏
冒
）
」
は
、
「
キ
ジ
ル

ジ
ャ
（
狸
斗
寅
）
」
と
そ
の
周
辺
は
オ
ス
マ
ン
皇
帝
の
関
係
者
に
、
「
メ
フ
ラ
バ
ー
ン
（
ζ
子
鑓
げ
壁
）
」
と
そ
の
周
辺
は
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
i
家
の
関
係
者
に
属

す
。
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
地
方
は
、
そ
の
な
か
に
あ
る
〔
「
コ
ト
ウ
ー
ル
城
砦
（
ρ
巴
．
㍗
皆
ρ
属
舜
と
と
〕
「
マ
ー
ク
ー
城
砦
（
ρ
巴
．
四
－
覧
ζ
鍵
ε
と
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

「
マ
ガ
ー
ズ
ビ
ル
ド
（
鼠
9
α
q
憲
N
ぴ
貯
α
）
」
の
す
べ
て
を
、
双
方
［
の
側
か
ら
］
と
も
に
破
壊
す
る
。

，
こ
の
書
簡
は
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
受
け
た
オ
ス
マ
ン
側
も
同
様
の
文
面
を
認
め
、
こ
の
領
土
問
題
に

関
す
る
内
容
を
承
認
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
オ
ス
マ
ン
側
の
圧
倒
的
優
位
の
も
と
で
合
意
に
至
っ
た
「
国
境
画
定
の
書
」
に
お
い
て
、
オ
ス
マ

ン
側
は
さ
ら
に
、
領
土
画
定
文
言
の
最
後
尾
に
、
「
た
だ
し
、
ア
フ
サ
カ
（
》
窪
し
。
宕
p
）
と
カ
ー
ル
ス
（
曾
邑
と
ヴ
ァ
ン
（
＜
響
）
と
シ
ャ
フ
レ

ズ
ー
ル
と
バ
グ
ダ
ー
ド
と
バ
ス
ラ
の
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
境
界
の
中
に
あ
る
城
砦
や
建
物
や
地
区
や
土
地
や
荒
蕪
地
や
丘
や
山
に
は
、
そ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ら
側
（
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
）
か
ら
干
渉
や
侵
略
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
極
め
て
強
い
口
調
で
述
べ
て
い
る
。
オ
ス
マ
ン
側
の
付
加
し
た
こ
の
最

後
の
部
分
も
考
慮
し
た
上
で
、
オ
ス
マ
ン
領
と
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
領
と
し
て
画
定
さ
れ
た
地
域
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
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〈
オ
ス
マ
ン
領
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
ジ
ャ
サ
ー
ン
、
バ
ド
ラ
、
マ
ン
ダ
リ
ー
ジ
ユ
、
ダ
ル
タ
ン
グ
お
よ
び
そ
の
荒
蕪
地
、
ダ
ル
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
ザ
ン
ジ
ー
ル
城
砦
の
西
側
の
村
落
、
ザ
ー
リ
ム
城
砦
、
シ
ャ
フ
レ
ズ
ー
ル
、
キ
ジ
ル
ジ
ャ

　
　
　
　
　
　
⑳

　
ジ
ャ
ー
フ
部
族
の
ズ
ィ
ヤ
ー
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
と
ハ
ー
ル
ー
ニ
ー

　
ア
フ
サ
カ
、
カ
ー
ル
ス
、
ヴ
ァ
ン
、
バ
グ
ダ
ー
ド
、
バ
ス
ラ

〈
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
領
〉

ザ
ン
ジ
ー
ル
城
砦
の
東
側
の
村
立
ダ
ル
タ
ン
グ
の
山
岳
地
・
オ
ラ
マ
ン
城
砦
瓦

　
　
　
ジ
ャ
ー
フ
部
族
の
ザ
ル
ド
ゥ
ー
ニ
ー

　
〈
破
壊
〉

　
　
　
ザ
ン
ジ
ー
ル
城
砦
、
コ
ト
ウ
ー
ル
城
砦
、
マ
ー
ク
ー
城
砦
、
マ
ガ
ー
ズ
ビ
ル
ド

　
右
の
、
波
線
を
付
し
た
地
名
は
、
名
称
が
変
わ
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
現
在
の
地
図
か
ら
も
確
認
で
き
る
地
名
で
あ
り
、
か
つ
イ
ラ
ン

と
、
ト
ル
コ
、
イ
ラ
ク
の
国
境
線
上
に
近
接
し
て
認
め
ら
れ
る
地
名
で
あ
る
。
地
図
と
地
名
を
照
合
す
る
と
、
ほ
ぼ
、
オ
ス
マ
ン
領
と
し
て
記

さ
れ
て
い
る
も
の
は
ト
ル
コ
や
イ
ラ
ク
に
存
在
し
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
領
と
さ
れ
て
い
る
も
の
は
イ
ラ
ン
側
に
位
置
す
る
な
ど
、
現
在
の
国
境
お

よ
び
領
域
と
同
様
の
配
置
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
ゾ
ハ
ー
ブ
協
定
が
第
二
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
に
、
ひ
い
て
は
現
代
の
イ
ラ

ン
と
、
ト
ル
コ
、
イ
ラ
ク
の
国
境
線
の
基
本
ラ
イ
ン
と
な
っ
た
こ
と
は
十
分
に
確
認
さ
れ
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
ゾ
ハ
ー
ブ
協
定
も
ま
た
、
実
際
に
は
、
一
五
五
五
年
に
オ
ス
マ
ン
朝
の
ス
ル
タ
ン
・
ス
レ
イ
マ
ン
（
在
位
一
五
二
〇
1
六
六
）
と
サ

フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
シ
ャ
ー
・
タ
フ
マ
ー
ス
プ
（
在
位
～
五
二
四
－
七
六
）
の
間
で
締
結
さ
れ
た
和
平
協
定
で
あ
る
「
ア
マ
ス
ィ
ヤ
の
和
議
」
を
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

に
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
に
触
れ
た
文
言
は
ゾ
ハ
ー
ブ
協
定
中
の
国
書
の
中
に
も
現
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
先
行
研
究
に
よ
る
と
、
講
和
を
重

視
し
た
ア
マ
ス
ィ
ヤ
の
和
議
で
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
東
ア
ル
メ
ニ
ア
、
東
グ
ル
ジ
ア
ど
い
っ
た
お
お
よ
そ
の
地
域
が
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
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近代西アジアにおける国境の成立（守川）

に
、
ま
た
西
グ
ル
ジ
ア
や
西
ア
ル
メ
ニ
ア
、
テ
ィ
グ
リ
ス
・
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
両
河
流
域
の
イ
ラ
ク
に
関
し
て
は
オ
ス
マ
ン
領
に
定
め
ら
れ
た
に

　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

す
ぎ
ず
、
国
境
や
領
域
の
実
態
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
、
当
時
の
領
域
概
念
を
探
る
た
め
に
、
更
に
時
間
を
少
し
遡

っ
て
み
よ
う
。
一
五
〇
一
年
の
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
成
立
は
、
西
ア
ジ
ア
社
会
に
新
た
な
波
紋
を
巻
き
起
こ
し
た
が
、
何
に
も
増
し
て
同
王
朝

が
シ
ー
ア
派
を
国
教
と
し
て
そ
の
支
配
領
域
内
に
浸
透
さ
せ
よ
う
と
し
た
結
果
、
隣
國
の
ス
ン
ナ
派
国
家
で
あ
る
オ
ス
マ
ン
朝
と
の
対
立
が
鮮

明
と
な
っ
た
。
ま
た
、
ア
ナ
ト
リ
ア
の
遊
牧
罠
を
次
々
と
シ
ー
ア
派
に
改
宗
さ
せ
、
支
配
下
に
組
み
込
ん
で
い
こ
う
と
し
た
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
i
朝

政
権
に
対
し
、
オ
ス
マ
ン
朝
は
危
機
感
を
抱
き
、
そ
れ
が
一
五
一
四
年
の
シ
ャ
ー
・
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
（
在
位
い
五
〇
一
一
二
四
）
と
ス
ル
タ

ン
・
セ
リ
ム
（
在
位
～
五
＝
丁
二
〇
）
の
決
戦
で
あ
る
チ
ャ
ル
デ
ィ
ラ
ー
ン
の
戦
い
と
そ
の
敗
北
後
の
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
西
方
領
土
へ
の
進

出
の
断
念
、
お
よ
び
セ
リ
ム
の
息
子
ス
レ
イ
マ
ン
の
圧
倒
的
な
軍
事
的
優
位
へ
と
つ
な
が
る
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
、
ス
レ
イ
マ
ン

は
一
五
三
三
…
三
四
年
に
イ
ラ
ン
に
侵
攻
し
、
当
時
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
都
で
あ
っ
た
タ
ブ
リ
ー
ズ
を
も
躁
令
す
る
と
同
時
に
、
バ
グ
ダ
ー
ド

を
奪
取
し
、
イ
ラ
ク
全
域
を
掌
握
し
た
。
そ
の
後
、
タ
フ
マ
ー
ス
プ
か
ら
和
平
を
嘆
願
す
る
よ
う
示
し
た
書
簡
の
中
で
、
ス
レ
イ
マ
ン
は
、
以

下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
「
そ
ち
ら
側
で
（
申
略
）
様
々
な
醜
悪
な
行
為
が
生
じ
て
い
る
と
の
報
せ
が
余
の
耳
に
入
っ
た
の
で
、
イ
ラ
ン
（
．
》
す
ヨ
）
遠
征
を
決
意
し
た
。
（
中

　
　
略
）
ア
デ
ン
や
ス
イ
ン
ド
（
イ
ン
ド
西
部
）
や
サ
ン
ア
ー
や
バ
バ
シ
ュ
（
エ
チ
オ
ピ
ア
）
と
い
っ
た
、
四
大
帝
王
の
玉
座
た
る
ヒ
ン
ド
地
域
か
ら
暗
黒
世

　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
界
（
N
巳
白
鋒
）
の
境
ま
で
余
の
支
配
下
に
あ
る
。
漿
や
鴉
の
巣
窟
で
あ
る
イ
ラ
ン
と
い
う
荒
廃
し
た
地
に
用
は
無
い
。
扁

　
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ス
レ
イ
マ
ン
は
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
や
イ
ン
ド
洋
海
域
か
ら
西
の
部
分
、
す
な
わ
ち
メ
ッ
カ
・
メ
デ
ィ
ナ

や
ア
ナ
ト
リ
ア
、
シ
リ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
と
い
っ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
主
た
る
地
域
を
自
筆
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
ス
ィ
ン
ド

か
ら
西
と
考
え
る
と
、
そ
の
領
域
内
に
は
当
然
イ
ラ
ン
も
含
ま
れ
る
が
、
そ
の
地
は
「
彙
や
鴉
の
巣
窟
」
で
し
か
な
く
何
ら
益
を
生
み
出
さ
な

い
場
所
と
し
て
、
ス
レ
イ
マ
ン
は
価
値
を
認
め
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
に
表
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
数
度
に
わ
た
る
イ
ラ
ン
遠
征

の
失
敗
を
棚
上
げ
し
、
イ
ラ
ン
の
地
に
深
入
り
す
る
気
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ア
マ
ス
ィ
ヤ
で
の
交
渉
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中
に
、
オ
ス
マ
ン
朝
の
大
宰
相
か
ら
出
さ
れ
た
別
の
書
簡
に
お
い
て
も
ま
た
、
オ
ス
マ
ン
朝
の
領
土
と
し
て
明
確
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
訳
で
は

な
い
が
、
メ
ッ
カ
と
メ
デ
ィ
ナ
の
両
聖
地
へ
の
寄
進
物
件
の
話
の
中
で
、
「
ル
ー
ム
と
エ
ジ
プ
ト
（
竃
哲
）
と
シ
リ
ア
（
ω
訂
ヨ
）
と
デ
ィ
ヤ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ル
・
バ
ク
ル
と
バ
グ
ダ
ー
ド
」
と
い
っ
た
地
方
名
を
列
挙
し
、
こ
れ
ら
の
地
域
内
に
存
在
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
オ
ス
マ
ン
皇
帝
の
責
任
下

に
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
ス
ン
ナ
派
と
シ
ー
ア
派
と
い
う
宗
派
対
立
が
鮮
明
と
な
っ
た
一
六
世
紀
中
葉
の
段
階
で
は
、
サ
フ
ァ

ヴ
ィ
ー
朝
と
オ
ス
マ
ン
朝
の
境
界
は
、
あ
く
ま
で
も
ア
ナ
ト
リ
ア
や
イ
ラ
ク
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
は
オ
ス
マ
ン
側
に
、
ま
た
イ
ラ
ン
は
サ
フ
ァ
ヴ

ィ
ー
側
に
、
と
い
う
地
方
ご
と
の
把
握
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
は
空
間
的
広
が
り
の
あ
る
「
境
域
（
フ
ド
ゥ
ー
ド
）
」
と
し
て
認
識
さ
れ
、

別
の
領
域
と
接
す
る
こ
の
よ
う
な
「
境
域
」
た
る
地
方
を
ど
こ
ま
で
掌
握
し
て
い
る
か
が
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。

　
ア
マ
ス
ィ
ヤ
の
和
議
に
象
徴
さ
れ
る
一
六
世
紀
の
国
境
の
概
念
は
極
め
て
漠
然
と
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
、
イ
ラ
ン
と
オ
ス
マ

ン
朝
の
国
境
問
題
は
、
ア
マ
ス
ィ
ヤ
の
和
議
が
基
点
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
を
再
確
認
す
る
も
の
の
、
一
九
世
紀
に
至
る
ま
で
、
亡
霊
の
よ

う
に
重
要
性
を
持
ち
続
け
た
も
の
は
ゾ
ハ
ー
ブ
協
定
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
た
い
。
事
実
、
ゾ
ハ
ー
ブ
協
定
こ
そ
は
、
諸
史
料
で
「
国
境
画

定
の
書
」
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
以
後
数
百
年
に
わ
た
る
こ
の
地
域
の
国
境
概
念
の
基
準
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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本
章
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
第
二
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
圏
境
は
、
そ
れ
以
前
の
イ
ラ
ン
の
諸
政
権
と
オ
ス
マ
ン
朝
と

の
協
定
や
条
約
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
起
源
は
、
一
六
世
紀
に
イ
ラ
ン
で
興
つ
た
シ
ー
ア
派
政
権
で
あ
る
サ
フ
ァ
ヴ

ィ
ー
朝
と
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
言
葉
を
換
え
る
と
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
i
朝
時
代
の
イ
ラ
ン
と
オ
ス
マ
ン
朝
と
の
領
土
問
題
が
、
王
朝
の

交
代
が
あ
ろ
う
と
も
一
九
世
紀
に
ま
で
継
続
し
、
そ
し
て
そ
の
後
現
代
に
至
る
国
境
線
の
基
本
と
し
て
認
識
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
な
か
で
も

領
土
問
題
が
詳
細
に
取
り
扱
わ
れ
た
ゾ
ハ
ー
ブ
協
定
の
拘
束
力
は
強
く
、
以
後
の
イ
ラ
ン
の
政
権
と
オ
ス
マ
ン
朝
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
土
を
同

協
定
の
内
容
に
則
し
て
お
お
ま
か
に
認
識
し
、
時
々
の
政
治
力
学
の
上
で
そ
の
領
域
を
互
い
に
侵
す
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
和
約
の
際
に
は
ゾ

ハ
ー
ブ
協
定
の
精
神
が
遵
守
さ
れ
続
け
た
。
す
な
わ
ち
、
ゾ
ハ
ー
ブ
協
定
で
定
め
ら
れ
た
国
境
線
は
、
彼
ら
の
認
識
概
念
の
中
で
形
を
と
ど
め



な
が
ら
、
一
九
世
紀
に
至
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
期
の
両
国
家
の
国
境
概
念
は
、
空
間
と
し
て
の
境
域
か
ら
、

徐
々
に
集
落
や
城
砦
と
い
っ
た
点
と
し
て
把
握
さ
れ
、
ゾ
ハ
ー
ブ
協
定
で
は
い
く
つ
か
の
城
砦
が
境
界
の
基
点
と
し
て
認
識
さ
れ
た
。
イ
ス

ラ
ー
ム
社
会
の
伝
統
的
な
境
界
概
念
に
お
い
て
は
、
あ
る
地
方
の
中
心
地
た
る
都
市
や
城
砦
を
政
治
的
に
掌
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
地

方
全
域
の
監
督
権
を
担
っ
た
が
、
一
方
で
こ
の
「
境
域
」
と
い
う
概
念
は
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
徐
々
に
狭
い
地
域
を
指
し
示
す
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
六
世
紀
の
ア
マ
ス
ィ
ヤ
の
和
議
か
ら
㎝
七
世
紀
中
葉
の
ゾ
ハ
ー
ブ
協
定
で
は
、
「
境
域
」
概
念
が
狭
ま
っ
て

い
る
こ
と
が
明
瞭
に
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ゾ
ハ
ー
ブ
協
定
の
時
点
に
お
い
て
も
未
だ
、
点
と
点
を
結
ぶ
、
よ
り
緻
密
な
国
境
線
は

生
ま
れ
て
お
ら
ず
、
城
砦
の
中
に
は
取
り
壊
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
一
帯
を
無
人
化
し
、
地
理
的
に
幅
の
あ
る
中
立
地
帯
と
し
て
設
け

よ
う
と
し
て
い
た
試
み
も
ま
た
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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①
こ
の
間
の
過
程
は
、
》
竃
P
H
＼
×
苓
×
蔭
参
照
。
第
一
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
締

　
結
に
至
る
過
程
の
文
書
を
検
討
す
る
と
、
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
と
オ
ス
マ
ン
朝
が

　
「
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
」
と
し
て
友
好
関
係
を
確
立
し
よ
う
と
し
た
背
景
に
は
、
互

　
い
に
相
前
後
し
て
戦
い
、
ブ
カ
レ
ス
ト
条
約
や
ゴ
レ
ス
タ
ー
ン
条
約
に
お
い
て
多

　
く
の
領
土
を
奪
わ
れ
た
「
共
通
の
敵
ロ
シ
ア
」
へ
の
対
策
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

　
る
［
諺
ζ
ρ
H
＼
駆
G
Q
甲
雪
面
ρ
①
Q
Q
－
刈
鉗
刈
ゆ
－
刈
メ
リ
G
Q
6
P
匿
c
Q
・
一
命
露
ρ
］
。

②
O
と
停
回
＼
8
黛
ζ
q
零
日
≧
■

③
○
＞
H
d
匹
＼
8
黛
ζ
φ
罫
日
＼
N
■

④
○
＞
H
d
…
囲
＼
8
9
ζ
¢
罫
同
H
H
＼
ω
■

⑤
フ
ァ
ト
フ
・
ア
リ
ー
・
シ
ャ
…
は
、
条
約
の
訂
正
版
を
オ
ス
マ
ン
政
府
に
送
付

　
し
て
い
る
が
、
オ
ス
マ
ン
政
府
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
［
》
ζ
O
高
＼
×
×
×
－

　
藁
×
館
目
＼
国
。
。
］
。
そ
の
幻
と
な
っ
た
条
約
に
つ
い
て
は
、
ρ
叫
、
ぎ
ヨ
p
ρ
蝋
ヨ
押

　
冒
げ
習
α
q
同
円
．
．
．
竃
讐
巳
紆
α
Q
田
騎
雷
ヨ
ロ
㎡
ご
畠
卑
覧
旨
く
＜
臥
〉
護
き
巴
力
q
ヨ
げ
卑

　
罫
轟
く
。
ぎ
ω
訂
・
覧
◎
餌
、
ぎ
自
四
9
ミ
．
甲
b
d
織
ミ
鴇
ぎ
害
，
憲
追
出
。
。
＼
㎝
（
一
ω
㎝
G
。
。
・
Y

　
署
．
一
G
。
6
①
参
照
。

⑥
O
と
9
圏
＼
8
黛
ζ
d
罫
田
こ
．

⑦
本
条
約
は
、
締
結
場
所
と
な
っ
た
そ
の
地
名
「
心
労
U
＞
客
」
の
読
み
が
不
明
で

　
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
「
キ
ャ
ル
ダ
ー
ン
」
の
読
み
を
便
宜
上
充
て
て
い
る
。
ち

　
な
み
に
、
．
．
閤
Φ
己
山
p
．
、
、
．
O
p
「
匹
弩
、
．
．
、
囚
β
早
雪
．
．
と
い
う
読
み
が
こ
れ
ま
で
に
為
さ
れ

　
て
い
る
［
演
じ
d
」
＼
諸
く
押
国
護
霞
¢
霞
×
〈
い
↓
¢
o
犀
Φ
r
国
譲
霧
件
．
、
、
日
げ
Φ
勺
雷
。
Φ
署
Φ
α
q
o
・

　
鋤
自
分
§
ω
o
｛
霜
ω
9
諺
O
o
琴
㊦
唱
ε
臥
↓
霞
巳
”
α
q
℃
9
糞
H
p
O
陣
δ
玉
山
早
H
犀
駄
き

　
菊
①
『
蔦
。
霧
．
、
．
§
鴨
寒
薄
蹄
》
防
ミ
ミ
覇
国
鈎
。
鼠
ミ
画
。
謡
b
o
ミ
ミ
賞
8
＼
一
（
一
⑩
り
①
）
一
ワ

　
ω
ω
］
。

⑧
　
七
三
六
年
に
行
わ
れ
た
和
平
交
渉
と
、
そ
の
一
〇
年
三
に
条
約
締
結
に
至
る

　
経
緯
に
つ
い
て
は
、
日
嬬
。
障
霞
前
掲
論
文
参
照
。

⑨
O
＞
H
⊆
H
＼
卜
・
8
■

⑩
O
＞
日
山
＼
8
ρ

⑪
O
と
9
國
＼
卜
。
Φ
ピ

⑫
「
ガ
ス
レ
・
シ
ー
リ
ー
ン
協
定
」
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
と
オ

　
ス
マ
ン
朝
の
使
節
が
相
対
峙
し
た
の
は
か
ス
レ
・
シ
ー
リ
ー
ン
近
郊
の
ゾ
ハ
ー
ブ
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．
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
「
ゾ
ハ
ー
ブ
協
定
偏
の
名
を
と
る
。
な
お
、
先
の
三
点

　
の
和
平
協
定
を
「
条
約
」
と
呼
び
、
本
協
定
を
「
協
定
」
と
訳
す
の
は
、
キ
ャ
ル

　
ダ
ー
ン
条
約
以
降
は
、
関
係
政
府
の
合
意
に
基
づ
く
条
項
が
作
成
さ
れ
て
い
る
一

　
方
、
　
一
七
世
紀
以
前
の
協
定
は
、
両
政
府
の
書
簡
の
や
り
取
り
の
み
で
、
条
文
の

　
な
い
形
式
と
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
ゾ
ハ
ー
ブ
協
定
は
、
そ
の
重
要

　
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
史
料
的
制
約
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
ほ

　
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
条
約
で
あ
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
比

　
較
的
詳
し
く
こ
の
協
定
の
内
容
を
紹
介
し
、
一
九
世
紀
や
二
〇
世
紀
の
国
境
問
題

　
と
の
繋
が
り
を
示
す
。

⑬
竃
島
騨
る
野

⑭
窓
魯
婁
ヨ
巴
浮
し
。
鼠
く
倒
賦
狩
N
＜
蜀
目
繧
聾
似
旦
中
§
§
・
鑓
ミ
§
丸
象
悪

　
馨
§
亡
き
区
寒
魯
乱
§
§
黛
ミ
貸
8
⑳
ミ
漣
浮
．
亀
」
§
ミ
§
執
曾
ミ
N
．
Φ
山
’
ξ

　
ζ
¢
冨
ヨ
ヨ
践
蒔
銭
属
ぷ
H
昌
同
。
げ
鑓
P
一
〇
。
o
。
O
ω
．

⑮
『
書
簡
集
成
』
で
は
じ
d
ω
日
〉
属
と
な
っ
て
い
る
が
、
ガ
ズ
ヴ
ィ
ー
二
一
に
従

　
っ
て
「
び
鯛
げ
毘
筐
と
読
ん
だ
。

⑯
『
書
簡
集
成
隔
で
は
0
図
ω
頃
》
客
、
ガ
ズ
ヴ
ィ
ー
二
一
で
は
窃
門
》
瓢
や

　
霞
ω
〉
翼
な
ど
と
記
さ
れ
る
が
、
ジ
ャ
サ
ー
ン
が
正
し
い
。
イ
ラ
ク
側
の
バ
ド
ラ
近

　
郊
に
あ
る
。

⑰
閃
Φ
臣
雪
縞
H
＼
ω
0
9
0
窩
畠
頃
ゴ
§
§
ミ
い
§
誉
署
■
ミ
α
・
雪
①
．
〔
〕
内
は

　
後
者
の
史
料
に
拠
る
も
の
。

⑱
閃
Φ
詮
ゆ
R
ミ
ω
8
　
曾
N
該
⇒
メ
§
ミ
八
二
ミ
詳
竈
．
b
。
。
。
O
－
b
。
。
。
ピ

⑲
現
在
の
マ
ン
ダ
リ
ー
。
イ
ラ
ク
側
の
地
名
。

⑳
現
在
の
パ
ン
ジ
ュ
ヴ
ィ
ー
ン
。
イ
ラ
ク
側
の
地
名
。

⑳
　
ク
ル
ド
系
の
遊
牧
民
。

⑫
　
現
在
の
マ
リ
ー
ヴ
ァ
ー
ン
。
イ
ラ
ン
側
の
地
名
。

⑬
　
鳴
Φ
跳
言
簗
H
H
お
箋
．

⑳
評
弦
留
ω
賞
曇
ミ
も
も
■
8
南
メ

⑮
　
ア
マ
ス
ィ
ヤ
で
の
協
議
の
最
中
と
考
え
ら
れ
る
タ
フ
マ
ー
ス
プ
と
ス
レ
イ
マ
ン

　
の
往
復
書
簡
か
ら
は
、
領
土
問
題
に
関
連
す
る
地
名
は
ひ
と
つ
も
現
れ
な
い

　
罵
r
o
為
9
『
囲
＼
爵
9
①
卜
⊃
㎝
］
。

⑳
　
こ
の
世
の
果
て
に
あ
り
、
常
に
夜
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
世
界
。
ア
レ
ク
サ
ン

　
ド
ロ
ス
や
預
言
者
ヒ
ズ
ル
（
旧
約
豪
勇
の
エ
ゼ
キ
エ
ル
に
比
定
さ
れ
る
）
は
、

　
「
生
命
の
水
」
を
求
め
て
そ
の
世
界
に
行
っ
た
と
さ
れ
る
。

⑳
　
5
匹
群
月
島
餌
覧
璃
。
。
函
、
回
（
①
8
．
象
悪
寄
》
ミ
駐
言
曇
q
陣
§
ミ
葛
ぼ
嵐

　
象
鶏
蹴
器
ミ
簿
ミ
遠
ミ
淑
、
騨
、
，
幕
壽
ぎ
ミ
蝕
詠
冒
罵
§
偽
ミ
ー
ぎ
匙
．
馬
ミ
賀
“
↓
Φ
鐸
四
P

　
一
ら
。
①
Q
。
。
。
も
．
ミ
伊

⑳
　
き
ミ
も
』
0
図
　
ち
な
み
に
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
デ
イ
ヤ
ー
ル
・
バ
ク
ル
や

　
バ
グ
ダ
ー
ド
は
、
都
市
名
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
権
限
の
及
ぶ
一
帯
を
表
す
地

　
方
名
で
も
あ
る
。
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第
三
章
　
イ
ラ
ン
圓
オ
ス
マ
ン
国
境
の
画
定
に
向
け
て

　
前
二
章
で
見
た
よ
う
に
、
第
二
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
は
、
旧
来
の
諸
条
約
を
踏
襲
し
て
お
り
、
イ
ラ
ン
ー
ー
オ
ス
マ
ン
朝
間
の
国
境
画
定
の
基

本
と
な
る
も
の
は
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
期
の
ゾ
ハ
ー
ブ
協
定
で
あ
っ
た
。
ゾ
ハ
ー
ブ
協
定
で
は
い
く
つ
か
の
地
名
が
挙
げ
ら
れ
、
比
較
的
明
確

に
国
境
が
定
め
ら
れ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
同
協
定
で
記
さ
れ
た
地
名
の
大
部
分
は
、
二
世
紀
後
の
第
二
次
エ
ル
ズ
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ル
ム
条
約
時
に
は
不
明
瞭
に
な
っ
て
い
た
。
か
つ
、
ゾ
ハ
ー
ブ
協
定
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
の
伝
統
的
な
「
境
域
」
概
念
が
強
く
、
「
境

目
」
と
な
る
目
印
は
ほ
と
ん
ど
記
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
こ
の
無
罪
と
し
た
境
域
概
念
が
、
一
九
世
紀
に
問
題
と
し
て
浮
上
す
る
。

　
ゾ
ハ
ー
ブ
協
定
以
降
の
諸
条
約
で
は
、
和
平
に
重
点
が
置
か
れ
、
国
境
問
題
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
だ
議
論
は
為
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、

イ
ギ
リ
ス
や
ロ
シ
ア
と
い
っ
た
仲
介
国
の
後
押
し
を
受
け
た
第
二
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
に
見
た
と
お
り

で
あ
る
。
国
境
問
題
は
依
然
、
棚
上
げ
さ
れ
た
と
は
い
え
、
第
二
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
、
オ
ス
マ
ン
ー
ー
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
国

境
の
大
枠
を
確
認
し
て
お
く
と
、
オ
ス
マ
ン
政
府
が
占
領
し
た
ム
ハ
ン
マ
ラ
に
つ
い
て
は
イ
ラ
ン
側
に
、
ま
た
長
官
の
亡
命
に
よ
り
イ
ラ
ン
側

が
征
服
し
た
ス
レ
イ
マ
ニ
エ
地
方
に
つ
い
て
は
オ
ス
マ
ン
側
に
戻
さ
れ
た
。
こ
の
大
枠
が
定
め
ら
れ
た
上
で
、
ゾ
ハ
ー
ブ
協
定
の
原
文
を
確
認

す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
の
が
、
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
、
オ
ス
マ
ン
朝
、
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
の
四
ヵ
国
か
ら
な
る
国
境
調
査
委
員
会
で
あ
る
。

国
境
画
定
調
査
委
員
会

　
調
査
委
員
会
の
設
置
は
、
第
二
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
第
三
条
に
基
づ
い
て
い
る
。
第
二
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
の
批
准
は
、
条
文
の
曖
昧
さ
を

指
摘
し
、
ム
ハ
ン
マ
ラ
領
有
の
主
張
を
強
く
行
っ
た
オ
ス
マ
ン
政
府
の
態
度
ゆ
え
に
、
一
八
四
八
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
。
イ
ラ
ン
で
は
同
年
九
月
に
モ
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
ー
が
逝
去
し
、
ナ
ー
セ
ロ
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
シ
ャ
ー
（
在
位
一
八
四
八
－
九
六
）
が
即

位
す
る
と
い
う
政
治
的
混
乱
期
に
あ
っ
た
が
、
彼
の
即
位
後
ほ
ど
な
く
し
て
、
調
査
委
員
会
の
概
要
が
固
ま
っ
た
。
調
査
委
員
会
に
は
、
条
約

締
結
に
関
わ
っ
た
、
イ
ラ
ン
（
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
）
、
オ
ス
マ
ン
朝
、
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
役
人
が
任
じ
ら
れ
た
。
イ
ラ
ン
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

は
モ
シ
ー
ロ
ッ
ド
ウ
レ
（
ζ
回
H
愚
冒
、
｛
霞
閑
冨
謁
陽
転
訂
H
巴
6
p
乱
ゆ
）
が
、
オ
ス
マ
ン
朝
か
ら
は
デ
ル
ヴ
ィ
シ
ュ
・
パ
シ
ャ
（
U
曾
く
瀞
℃
餌
超
）
が
、

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
か
ら
は
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
（
ぐ
く
山
口
山
ヨ
男
Φ
冨
を
一
〇
パ
＜
『
臨
｝
一
餌
日
ω
）
と
、
ロ
シ
ア
か
ら
は
チ
リ
コ
フ
（
団
Φ
α
Q
9
國
．
司
9
三
坪
。
｛
）
が
代
表

と
し
て
参
加
し
た
。

　
こ
れ
ら
主
要
な
調
査
委
員
た
ち
は
、
い
ず
れ
も
詳
細
な
国
境
状
況
の
報
告
書
を
記
し
て
い
る
。
本
稿
の
冒
頭
で
示
し
た
～
次
史
料
の
中
に
、
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そ
れ
ら
の
報
告
書
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
モ
シ
ー
ロ
ッ
ド
ウ
レ
は
、
『
国
境
調
査
報
告
書
』
を
一
八
五
七
年
に
著
し
、
デ
ル
ヴ
ィ
シ
ュ
・
パ

シ
ャ
は
『
イ
ラ
ン
国
境
画
定
調
査
書
』
を
一
八
五
三
年
に
上
梓
し
て
い
る
。
噸
国
境
へ
の
旅
』
を
執
筆
し
た
ホ
ル
シ
ー
ド
・
パ
シ
ャ
（
ζ
警
二
巴

野
属
創
評
超
）
も
ま
た
、
デ
ル
ヴ
ィ
シ
ュ
・
パ
シ
ャ
の
補
佐
兼
書
記
と
し
て
こ
の
調
査
委
員
会
に
参
加
し
て
い
た
入
物
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
一
方
チ
リ
コ
フ
の
場
合
は
、
報
告
書
と
い
う
よ
り
は
旅
行
記
で
あ
り
、
『
国
境
調
査
委
員
チ
リ
コ
フ
の
旅
日
誌
』
と
し
て
英
訳
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
イ
ギ
リ
ス
代
表
の
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
も
ま
た
何
ら
か
の
覚
書
を
書
き
留
め
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
資
料
は
、
彼
が
英
国
に
一
時
帰
国

し
た
際
に
、
テ
ム
ズ
川
で
散
逸
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
の
欠
を
補
う
か
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
は
、
調
査
団
に
加
わ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

い
た
考
古
学
者
の
ロ
フ
タ
ス
（
≦
筥
貯
雪
遊
魯
器
露
ピ
。
｛
密
G
。
）
が
一
八
五
四
年
に
出
版
し
た
旅
行
記
が
あ
る
。
チ
リ
コ
フ
や
ロ
フ
タ
ス
ら
、
欧
米

人
の
見
方
と
、
モ
シ
ー
ロ
ッ
ド
ウ
レ
や
デ
ル
ヴ
ィ
シ
ュ
・
パ
シ
ャ
ら
、
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
や
オ
ス
マ
ン
朝
の
高
官
ら
の
見
方
は
ま
っ
た
く
異
な

る
。
後
者
は
、
当
該
地
域
の
地
理
的
特
徴
や
住
民
・
遊
牧
民
の
戸
数
、
宗
派
、
徴
税
額
、
帰
属
意
識
な
ど
具
体
的
事
項
に
重
点
が
置
か
れ
、
ど

の
よ
う
な
人
々
が
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
い
る
か
な
ど
、
よ
り
切
実
な
立
場
か
ら
そ
の
地
域
を
知
ろ
う
と
努
め
て
い
る
。
特
に
遊
牧
民
に
関
す

る
情
報
は
、
遊
牧
民
の
帰
属
如
何
に
よ
っ
て
国
境
地
帯
が
大
き
く
左
右
す
る
と
い
う
歴
史
的
事
象
を
踏
ま
え
て
い
た
た
め
、
調
査
時
の
最
重
要

な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
お
り
、
モ
シ
ー
ロ
ッ
ド
ウ
レ
、
デ
ル
ヴ
ィ
シ
ュ
・
パ
シ
ャ
、
ホ
ル
シ
ー
ド
・
パ
シ
ャ
の
三
者
と
も
に
、
非
常
に
詳
細
に
国

境
地
域
に
暮
ら
す
様
々
な
遊
牧
民
の
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
る
。
一
方
欧
米
人
ら
の
資
料
は
、
軍
人
で
あ
っ
た
チ
リ
コ
フ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
地
形
の
戦
略
面
で
の
価
値
に
つ
い
て
必
ず
言
及
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
地
域
社
会
や
そ
の
文
化
を
満
遍
な
く
知
る
こ
と
に
注
意
が
向
け

ら
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
情
報
収
集
に
努
め
る
姿
勢
は
共
通
で
あ
る
が
、
そ
の
目
的
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
資
料
の
性
格
も
ま
た
相
違

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

し
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
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二
　
国
境
調
査
と
そ
の
実
態

四
ヶ
国
の
代
表
に
よ
る
国
境
調
査
は
、
一
八
四
九
年
夏
に
、
国
境
最
南
端
部
分
の
シ
ャ
ッ
ト
ル
ア
ラ
ブ
川
の
河
口
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
し
か
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し
な
が
ら
、
こ
の
国
境
調
査
委
員
会
は
、
そ
の
最
初
期
か
ら
波
乱
に
満
ち
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
オ
ス
マ
ン
政
府
の
代
表
と
し
て
調
査
委
員
会

に
任
じ
ら
れ
た
デ
ル
ヴ
ィ
シ
ュ
・
パ
シ
ャ
が
、
モ
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
ー
没
後
の
イ
ラ
ン
東
部
の
混
乱
に
乗
じ
、
集
結
地
と
定
め
ら
れ
て
い
た
バ

グ
ダ
ー
ド
で
は
な
く
、
ま
ず
北
方
の
コ
ト
ウ
ー
ル
へ
軍
隊
を
率
い
て
向
か
い
、
そ
の
地
を
占
領
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
同
地
の
イ
ラ
ン
側

と
定
め
ら
れ
た
東
側
の
地
点
に
、
領
土
の
目
印
と
し
て
塔
を
建
設
し
て
し
ま
う
。
こ
の
行
為
に
抗
議
し
た
イ
ラ
ン
側
は
態
度
を
硬
化
さ
せ
、
国

境
調
査
の
開
始
を
延
期
し
、
結
果
、
九
ヶ
月
の
遅
れ
が
生
じ
た
。

　
開
始
が
遅
れ
な
が
ら
も
、
バ
グ
ダ
ー
ド
に
最
後
に
到
着
し
た
デ
ル
ヴ
ィ
シ
ュ
・
パ
シ
ャ
を
含
め
、
四
ヶ
国
の
代
表
は
最
初
の
話
し
合
い
を
同

地
で
行
い
、
オ
ス
マ
ン
政
府
、
イ
ラ
ン
政
府
と
も
に
、
数
百
人
の
歩
兵
と
騎
兵
大
隊
を
供
給
す
る
こ
と
を
定
め
、
同
年
一
二
月
中
旬
に
バ
グ

ダ
ー
ド
を
出
発
、
翌
年
～
月
、
ム
ハ
ン
マ
ラ
か
ら
調
査
を
開
始
し
た
。

　
調
査
委
員
会
は
、
ム
ハ
ン
マ
ラ
を
皮
切
り
に
、
湾
岸
か
ら
シ
ャ
ッ
ト
ル
ア
ラ
ブ
川
一
帯
の
ア
ラ
ブ
地
域
を
調
査
し
た
後
、
最
初
の
協
議
に
入

っ
た
。
協
議
の
方
法
は
、
ま
ず
オ
ス
マ
ン
政
府
、
イ
ラ
ン
政
府
の
双
方
が
～
日
ず
つ
自
身
の
見
解
や
主
張
を
述
べ
、
そ
の
後
三
日
目
に
仲
介
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
が
意
見
を
述
べ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
協
議
が
始
ま
る
と
、
デ
ル
ヴ
イ
シ
ュ
・
パ
シ
ャ
は
開
口
一
番
に
、
第
二
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
の
条
文
は
不
明
朗
だ
と
指
摘
し
、
シ
ャ
ッ
ト
ル

ア
ラ
ブ
全
域
の
領
有
を
主
張
、
さ
ら
に
ム
ハ
ン
マ
ラ
に
居
住
し
て
い
た
ア
ラ
ブ
系
部
族
を
免
税
に
よ
り
懐
柔
し
よ
う
と
努
め
た
。
条
約
を
反
故

に
す
る
か
の
よ
う
な
オ
ス
マ
ン
側
の
態
度
に
よ
り
、
議
論
は
紛
糾
す
る
。
交
渉
が
ま
と
ま
ら
な
い
こ
と
に
加
え
、
夏
直
前
の
五
月
に
入
っ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
か
ら
、
避
暑
の
た
め
調
査
委
員
会
は
協
議
を
中
断
し
、
イ
ラ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
の
代
表
は
ロ
レ
ス
タ
ー
ン
地
方
に
涼
を
求
め
、
　
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
デ
ル
ヴ
ィ
シ
ュ
・
パ
シ
ャ
は
政
府
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
へ
戻
っ
た
。
そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
の
代
表
は
イ

ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
に
行
き
、
そ
の
地
で
次
の
協
議
は
一
八
五
〇
年
＝
一
月
に
フ
ー
ゼ
ス
タ
ー
ン
地
方
の
デ
ズ
フ
ー
ル
で
行
う
こ
と
を
定
め
別
れ
た

が
、
オ
ス
マ
ン
政
府
の
意
向
が
判
明
し
た
こ
と
を
受
け
、
急
遽
翌
年
の
二
月
に
再
度
ム
ハ
ン
マ
ラ
で
協
議
を
行
っ
た
。
四
月
ま
で
続
い
た
こ
め

協
議
に
お
い
て
も
ま
た
、
オ
ス
マ
ン
側
の
強
硬
姿
勢
の
た
め
に
南
方
地
域
の
国
境
画
定
は
決
着
を
見
ず
、
イ
ギ
リ
ス
と
ロ
シ
ア
の
調
査
団
は
ゾ
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ハ
ー
ブ
地
方
の
ケ
レ
ン
ド
峡
谷
で
夏
を
過
ご
し
、
イ
ラ
ン
代
表
は
ロ
レ
ス
タ
ー
ン
で
、
ま
た
オ
ス
マ
ン
政
府
代
表
は
バ
グ
ダ
ー
ド
へ
戻
っ
た
。

そ
の
後
イ
ラ
ク
で
発
生
し
た
コ
レ
ラ
を
避
け
る
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
の
調
査
団
は
、
モ
シ
ー
ロ
ッ
ド
ウ
レ
と
共
に
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ー
ン

地
方
を
巡
察
し
た
が
、
本
国
か
ら
の
催
促
を
受
け
、
本
来
の
任
務
に
戻
る
べ
く
ゾ
ハ
ー
ブ
へ
と
向
か
っ
た
。

　
三
度
目
の
会
合
は
、
一
八
五
一
年
一
二
月
末
に
ゾ
ハ
ー
ブ
城
砦
の
近
郊
で
行
わ
れ
た
が
、
こ
こ
で
も
ま
た
領
土
問
題
の
解
決
を
見
る
こ
と
は

な
く
、
協
議
は
物
別
れ
に
終
わ
る
。
そ
の
後
調
査
委
員
会
は
、
ス
レ
イ
マ
ニ
エ
、
コ
ト
ウ
ー
ル
、
マ
ー
ク
ー
を
含
め
、
最
終
的
に
ア
ゼ
ル
バ
イ

ジ
ャ
ン
地
方
ま
で
調
査
を
行
な
っ
た
も
の
の
、
断
続
的
に
四
年
間
に
わ
た
っ
た
国
境
調
査
は
、
一
八
五
二
年
九
月
に
、
ほ
と
ん
ど
成
果
を
見
せ

る
こ
と
な
く
終
了
し
、
委
員
会
は
エ
ル
ズ
ル
ム
で
解
散
し
た
。

　
結
局
、
こ
の
調
査
で
定
め
ら
れ
た
国
境
は
、
自
然
の
境
界
と
な
る
シ
ャ
ッ
ト
ル
ア
ラ
ブ
川
の
み
で
あ
り
、
そ
の
以
北
に
お
い
て
は
、
オ
ス
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ン
朝
お
よ
び
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
双
方
の
強
硬
姿
勢
の
た
め
に
、
何
ら
成
果
を
見
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
実
際
の
国
境
問
題
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
が
な
か
っ
た
国
境
調
査
委
員
会
で
あ
っ
た
が
、
～
八
四
八
年
冬
ら
五
二
年
の
四
年
間
の
調
査
中
、

測
量
士
た
ち
に
よ
る
実
測
が
行
わ
れ
、
国
境
地
帯
の
地
図
の
原
図
が
ス
ケ
ッ
チ
さ
れ
た
点
は
重
要
で
あ
ろ
う
（
地
図
3
参
照
）
。
調
査
終
了
の
翌

年
に
始
ま
っ
た
ク
リ
ミ
ア
戦
争
に
よ
る
中
断
を
経
た
も
の
の
、
一
八
五
六
年
に
は
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
て
、
チ
リ
コ
フ
の
作
図
を
基
に

し
た
四
ヵ
国
合
同
の
地
図
作
成
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
チ
リ
コ
フ
自
身
は
一
八
六
〇
年
に
死
去
し
た
が
、
そ
の
後
、
一
八
六
九
年
に
七
三
〇
五

〇
分
の
一
の
地
図
が
完
成
し
、
同
年
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
て
議
定
書
の
調
印
が
行
わ
れ
た
。
議
定
書
の
主
な
内
容
は
、
国
境
調
査
時
の
現
状
を

維
持
す
る
こ
と
、
係
争
地
で
の
薪
た
な
建
造
や
印
付
け
の
禁
止
、
損
壊
し
た
家
屋
の
再
建
は
容
認
（
た
だ
し
所
有
権
は
保
証
せ
ず
）
と
い
っ
た
諸

点
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
イ
ギ
リ
ス
と
ロ
シ
ア
の
主
導
の
も
と
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
時
代
に
遡
る
「
歴
史
的
国
境
」
を
重
視
し
、
イ
ラ
ン
、
オ
ス

マ
ン
朝
双
方
と
も
が
新
た
な
獲
得
地
を
放
棄
す
る
と
い
う
、
第
二
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
に
基
づ
い
た
、
両
成
敗
的
な
決
着
が
図
ら
れ
た
の
で
あ

⑪る
。
こ
の
議
定
書
の
内
容
は
、
一
八
七
五
年
冬
ら
二
年
聞
の
国
境
画
定
委
員
会
に
よ
る
協
議
を
経
て
、
一
八
七
八
年
の
ベ
ル
リ
ン
会
議
の
席
上

で
も
再
確
認
さ
れ
た
。
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～
九
一
三
年
一
一
月
に
は
、
一
九
世
紀
と
同
じ
く
、
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
、
オ
ス
マ
ン
朝
、

委
員
会
が
、
緯
度
・
経
度
を
含
む
、
イ
ラ
ン
擁
オ
ス
マ
ン
朝
間
の
詳
細
な
国
境
線
を
定
め
、

こ
こ
に
、
現
代
の
こ
の
地
域
の
国
境
が
「
線
」
と
し
て
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

①
イ
ラ
ン
代
表
の
モ
シ
ー
ロ
ッ
ド
ウ
レ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
最
先
端
の
学
問
を
学

　
ぶ
た
め
に
渡
欧
し
た
、
最
初
期
の
国
費
留
学
生
で
あ
っ
た
。
一
八
一
五
年
に
イ
ギ

　
リ
ス
に
派
遣
さ
れ
た
第
一
次
留
学
生
の
中
に
あ
っ
て
、
彼
の
担
当
は
数
学
と
工
学

　
で
あ
り
、
四
年
後
イ
ラ
ン
に
帰
国
す
る
と
、
そ
れ
ら
の
学
問
の
伝
授
に
勤
し
ん
だ
。

　
そ
の
た
め
彼
は
、
「
工
学
長
（
日
昏
磐
象
ω
・
げ
舘
訂
と
と
い
う
称
号
を
得
て
い
る
。

　
英
語
に
通
じ
た
彼
は
、
一
八
三
六
年
か
ら
八
年
間
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
駐
在
大
使

　
を
務
め
、
こ
の
閾
に
ベ
ル
ギ
ー
や
ス
ペ
イ
ン
と
通
商
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
彼
の

　
大
使
在
任
中
に
、
オ
ス
マ
ン
朝
の
バ
グ
ダ
ー
ド
州
長
官
に
よ
る
ム
ハ
ン
マ
ラ
占
領

　
事
件
や
カ
ル
バ
ラ
ー
事
件
が
生
じ
、
彼
自
身
が
オ
ス
マ
ン
政
府
へ
の
抗
議
の
先
鋒

　
と
な
っ
た
。
第
二
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
締
結
の
た
め
の
全
権
大
使
の
任
も
ま
た
、

　
オ
ス
マ
ン
政
府
の
こ
と
や
語
学
・
工
学
の
知
識
を
有
し
、
適
任
と
思
わ
れ
た
彼
に

　
委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
途
中
体
調
不
良
の
た
め
病
に
臥
し
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、
急
遽
ア
ミ
ー
レ
・
キ
ャ
ビ
ー
ル
（
ζ
回
内
倒
↓
蝉
ρ
同
図
7
習
諺
ヨ
H
ぼ

　
国
鋤
げ
巳
が
そ
の
任
に
当
た
り
、
四
年
間
に
わ
た
る
協
議
の
結
果
、
先
の
第
二
次

　
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
が
締
結
さ
れ
た
の
で
る
。
こ
の
た
め
、
モ
シ
ー
ロ
ッ
ド
ウ
レ
は
、

　
イ
ラ
ン
側
に
不
利
益
な
第
二
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
に
サ
イ
ン
を
し
た
ア
ミ
ー
レ
・

　
キ
ャ
ビ
ー
ル
に
対
し
、
「
領
土
問
題
に
つ
い
て
無
知
で
理
解
が
な
い
」
［
《
霧
霧
5

　
ω
。
。
］
と
辛
辣
な
評
価
を
下
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
彼
自
身
は
、

　
国
境
調
査
委
員
会
の
最
初
期
か
ら
、
闘
憲
を
燃
や
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

　
の
後
も
彼
は
要
職
を
歴
任
し
、
一
八
六
二
年
に
死
去
し
た
［
切
倒
露
霜
F
ζ
客
舞

　
惣
ミ
富
嘗
N
・
執
さ
更
軋
守
謡
嵩
§
、
ミ
ミ
義
魅
§
謎
器
賦
》
慧
諒
く
○
｝
．
訓
日
Φ
訂
四
P

　
一
ω
刈
。
。
。
・
層
署
．
b
。
凸
・
卜
⊃
匁
］
。

②
デ
ル
ヴ
イ
シ
ュ
・
パ
シ
ャ
は
一
九
世
紀
初
頭
に
、
オ
ス
マ
ン
朝
の
駐
サ
ン
ク
ト

イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
の
四
ヵ
国
に
よ
る
国
境
画
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
議
定
書
と
し
て
調
印
さ
れ
た
。

　
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
領
事
を
務
め
、
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
に
通
じ
て
い
た
。

③
イ
ギ
リ
ス
軍
大
佐
で
あ
っ
た
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
（
｝
八
八
三
年
没
）
は
、
第
二
次

　
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
締
結
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。

④
ロ
シ
ア
語
版
は
、
チ
リ
コ
フ
の
死
後
、
一
八
七
五
年
に
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル

　
ク
で
出
版
さ
れ
た
。
一
八
八
七
年
に
ロ
シ
ア
語
か
ら
ペ
ル
シ
ア
語
へ
訳
さ
れ
た
刊

　
本
も
あ
り
、
ナ
ー
セ
ロ
ッ
デ
イ
ー
ン
・
シ
ャ
ー
に
献
呈
さ
れ
た
［
℃
2
5
。
貯
ロ

　
9
塁
9
》
げ
冨
「
《
霧
同
嘗
魯
細
嘗
ミ
霜
ミ
貸
出
§
曹
匿
9
帖
幕
§
巴
．
9
．
≧
H

　
身
σ
q
冨
「
d
崇
鋤
鼻
日
㊦
貯
窪
“
P
ω
お
。
・
］
。

⑤
ヨ
臣
睾
閑
Φ
目
幾
8
建
。
。
．
ぎ
竃
翻
亀
ミ
沁
§
織
、
ら
騨
§
9
犠
§
蹟
織
ミ

　
農
繁
嵩
ミ
§
暮
§
郎
ら
8
§
鉢
ミ
鋤
§
匙
竃
ぎ
越
ミ
き
幕
麟
馬
隷
．
肉
遷
さ
．
．
駄
ミ
ミ
ー

　
き
鼻
§
翫
象
題
画
、
6
ぎ
臨
§
暮
Q
象
貯
融
．
、
駄
肉
掩
潮
§
§
N
駅
や
q
N
§
寒
、
鉢
隷
鳴

　
Q
碁
鳶
駄
§
、
6
§
ミ
軋
9
、
ヨ
肉
§
N
ミ
§
ミ
貯
芦
b
o
ミ
計
h
Ω
鋤
い

　
隷
、
い
匙
ミ
爲
ぎ
駄
暮
馬
甲
防
二
歳
§
寒
霜
ミ
職
§
凄
ミ
§
図
。
。
軌
G
。
よ
U
o
註
o
p

　
一
G
Q
α
N

⑥
一
九
世
紀
中
葉
か
ら
後
半
に
か
け
て
、
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
イ
ラ
ン
で
は
地
方
の

　
実
情
を
知
ろ
う
と
様
々
な
旅
行
記
・
地
理
書
や
調
査
報
告
書
が
書
か
れ
た
。
こ
の

　
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
期
旅
行
記
史
料
研
究
序
説
」
『
西
南

　
ア
ジ
ア
概
究
』
五
五
（
二
〇
〇
一
）
、
四
四
一
六
八
頁
に
て
指
摘
し
た
。
本
文
中

　
で
紹
介
し
た
、
国
境
調
査
委
員
会
の
構
成
員
ら
に
よ
る
、
同
一
の
テ
ー
マ
・
対
象

　
を
扱
い
つ
つ
も
、
立
場
の
絹
違
ゆ
え
に
性
格
の
異
な
る
諸
資
料
の
よ
り
詳
細
な
比

　
較
検
討
、
お
よ
び
そ
れ
ら
を
利
用
し
た
当
時
の
イ
ラ
ン
ー
ー
オ
ス
マ
ン
国
境
の
実
態

　
に
つ
い
て
は
、
他
日
に
譲
る
。

⑦
ζ
器
耳
ふ
O
．
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⑧
協
議
の
停
滞
に
業
を
煮
や
し
た
ロ
シ
ア
側
は
、
時
間
の
損
失
を
考
慮
し
、
ム
ハ

　
ン
マ
ラ
か
ら
ブ
ー
シ
ェ
フ
ル
、
シ
ー
ラ
ー
ズ
、
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
を
調
査
し
て
い
る

　
［
↓
o
窪
篇
ぎ
｛
6
0
①
］
。

⑨
ζ
島
7
冒
8
・
①
メ
6
鼻
三
7
。
牛
。
。
8
－
ω
O
①
．

⑩
シ
ャ
ッ
ト
ル
ア
ラ
ブ
川
に
お
い
て
で
さ
え
も
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
の
提
示
し
た

　
「
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
・
ラ
イ
ン
」
を
め
ぐ
っ
て
オ
ス
マ
ン
朝
と
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
は

　
対
立
し
、
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
よ
う
や
く
決
着
を
見
る
次
第
で
あ
っ
た

　
［
空
。
訂
翫
ω
。
げ
。
辞
β
．
．
同
馨
⑦
壱
§
ぎ
σ
q
効
毒
α
q
唇
ユ
〈
曾
げ
。
導
号
蔓
匹
窪
旨
冨
－

　
自
。
員
↓
7
①
一
Q
。
ミ
卑
N
⑦
毎
ヨ
陣
【
＄
曙
餌
乱
夢
Φ
ω
訂
算
葺
。
7
＞
「
固
げ
げ
駄
。
話
一
り
一
。
。
、
－
冒

　
し
σ
o
§
§
譜
防
一
8
♪
署
9
趨
・
露
▼
凡
誉
ミ
．
．
O
乙
b
ヴ
。
自
匹
鼠
Φ
ω
h
o
「
帥
賭
㊦
芝
ω
翼
⑦
”

　
日
冨
9
Φ
き
8
0
｛
H
罠
ρ
．
ω
国
器
叶
Φ
ヨ
O
器
巴
8
．
、
甲
監
窮
津
ミ
馬
星
×
×
≦
・
H

　
（
N
O
O
9
曽
冨
．
卜
。
刈
山
O
］
。
モ
シ
ー
ロ
ッ
ド
ウ
レ
は
同
地
に
つ
い
て
、
イ
ラ
ン
伝
説

　
の
王
朝
で
あ
る
カ
ヤ
ー
ン
朝
時
代
の
話
を
交
え
な
が
ら
所
有
権
の
正
統
性
を
主
張

　
す
る
の
で
あ
る
か
ら
［
竃
β
路
冒
窪
・
諮
］
、
領
土
問
題
は
実
に
解
決
困
難
な
案
件

　
と
言
え
る
。

⑪
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
、
オ
ス
マ
ン
両
政
府
の
み
で
は
決
着
が
図
れ
な
い
と
悟
っ
た
イ

　
ギ
リ
ス
と
ロ
シ
ア
の
調
査
委
員
ら
は
、
第
二
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
を
重
視
し
、
そ

　
れ
以
外
の
選
択
肢
を
両
政
府
に
対
し
て
決
し
て
認
め
な
い
、
と
い
う
姿
勢
を
貫
い

　
た
［
＜
臥
留
鼻
茸
■
9
計
O
蒔
－
①
①
］
。

⑫
議
定
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
ζ
器
量
覧
写
頃
要
田
鼻
魯
9
．
計
署
．
躇
？

　
器
ω
に
原
文
が
あ
る
。

お
　
わ
　
り
　
に

近代西アジアにおける国境の成立（守川）

　
本
稿
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
イ
ラ
ン
帥
オ
ス
マ
ン
朝
間
の
圏
境
の
画
定
に
は
、
第
二
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
し

か
し
実
際
に
は
、
第
二
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
に
い
た
る
ま
で
の
、
旧
来
の
諸
協
定
の
内
容
が
踏
襲
さ
れ
、
そ
の
基
点
は
一
六
世
紀
初
頭
に
成
立

し
た
シ
ー
ア
派
政
権
で
あ
る
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
と
、
ス
ン
ナ
派
の
オ
ス
マ
ン
朝
と
の
対
立
に
求
め
ら
れ
た
。
加
え
て
、
国
境
と
い
う
概
念
に
お

い
て
は
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
時
代
の
二
度
の
和
約
が
根
幹
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
特
に
、
ゾ
ハ
ー
ブ
協
定
に
お
い
て
、
サ
フ
ァ

ヴ
ィ
ー
朝
、
オ
ス
マ
ン
朝
そ
れ
ぞ
れ
の
領
土
が
、
漠
然
と
し
た
大
き
な
地
方
名
で
は
な
く
、
小
規
模
な
城
砦
を
中
心
と
す
る
村
落
の
名
称
で
明

記
さ
れ
た
点
こ
そ
が
、
第
二
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ゾ
ハ
ー
ブ
協
定
か

ら
二
〇
〇
墨
隈
の
一
九
世
紀
中
葉
に
お
い
て
、
ゾ
ハ
ー
ブ
協
定
に
記
さ
れ
た
地
名
は
曖
昧
で
あ
り
、
か
つ
そ
れ
以
上
に
、
協
定
中
で
の
「
境

界
」
概
念
は
、
本
稿
で
見
た
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
で
伝
統
的
で
あ
っ
た
、
「
人
の
住
む
と
こ
ろ
と
そ
の
周
辺
」
を
あ
る
一

定
範
囲
の
地
域
と
し
て
認
識
し
、
そ
の
地
域
全
体
が
隣
接
す
る
地
域
と
の
「
境
界
」
と
し
て
把
握
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
一
九
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世
紀
に
イ
ギ
リ
ス
や
ロ
シ
ア
の
指
導
の
も
と
に
設
置
さ
れ
た
国
境
調
査
委
員
会
は
、
ゾ
ハ
ー
ブ
協
定
中
に
記
さ
れ
た
地
域
に
、
さ
ら
に
明
確
な

境
界
を
設
定
す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
次
エ
ル
ズ
ル
ム
条
約
と
そ
の
後
の
国
境
調
査
に
よ
り
、
イ
ラ
ン
と
オ
ス
マ
ン
朝
の
国
境
は
、
伝
統
的
な
「
境
界
（
境
域
）
」
か
ら
、
近

代
的
な
「
国
境
」
へ
と
変
化
を
み
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
近
代
の
「
国
境
」
概
念
に
お
い
て
は
、
あ
る
～
定
の
空
間
的
広
が
り
で
あ
る
「
面
」

で
も
っ
て
境
域
を
認
識
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
サ
フ
ァ
ヴ
イ
i
朝
時
代
の
領
土
交
渉
に
お
い
て
は
、
人
の
住
ん
で
い
な
い
無
人
地
帯
を
創
出
し
、

そ
れ
が
中
立
地
域
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
。
意
図
的
に
城
砦
を
破
壊
し
、
無
人
の
緩
衝
地
帯
を
作
り
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
列
強
の
進
出
が
活
性
化
し
た
一
九
世
紀
に
な
る
と
、
国
の
強
弱
や
戦
争
で
の
勝
敗
と
い
っ
た
二
国
間
の
単
純
な
力
関
係
の
み
で
は
動
か
な
い

時
代
に
突
入
し
た
。
そ
の
結
果
、
関
係
各
国
の
利
害
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
西
洋
式
の
考
え
方
が
強
調
さ
れ
る
近
代
に
お
い
て
は
、
新
た
な
第

三
国
の
影
響
下
に
、
国
境
を
「
線
」
で
捉
え
よ
う
と
す
る
動
き
が
西
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
ま
た
生
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
言
葉
を
換
え
れ
ば
、

「
面
」
に
よ
る
境
界
の
把
握
か
ら
、
「
線
」
に
よ
る
画
定
へ
の
移
行
が
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
オ
ス
マ
ン
朝
と
イ
ラ
ン
の
国
境
と
い
え
ど
も
、
他
の
西
ア
ジ
ア
の
諸
地
域
と
同
様
に
、
列
強
の
圧
力
な
く
し
て

は
、
国
境
の
確
立
は
あ
り
得
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
当
時
、
イ
ギ
リ
ス
や
ロ
シ
ア
が
、
「
大
英
帝
国
の
湖
」
た
る
ペ
ル
シ
ア
湾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

で
の
影
響
力
の
確
保
を
目
指
し
て
、
積
極
的
な
介
入
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
っ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
国
境
調
査
期
間
中
、
イ
ギ
リ
ス
や
ロ

シ
ア
は
、
国
境
付
近
の
み
な
ら
ず
、
イ
ラ
ン
や
イ
ラ
ク
内
部
に
頻
繁
に
足
を
延
ば
し
、
独
自
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
機
会
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

最
初
か
ら
当
然
予
定
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
列
強
の
姿
勢
は
常
に
、
イ
ラ
ン
や
オ
ス
マ

ン
朝
と
い
っ
た
当
該
国
か
ら
す
れ
ば
「
介
入
」
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
の
「
利
権
へ
の
妨
害
」
と
映
っ
て
い
た
。
こ
の
四
ヵ
国
体
制
が
二

〇
世
紀
初
頭
の
イ
ラ
ン
と
ト
ル
コ
、
あ
る
い
は
イ
ラ
ン
と
イ
ラ
ク
の
条
約
締
結
時
ま
で
継
続
し
た
と
い
う
こ
と
も
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。
一
九
世
紀
に
見
ら
れ
た
列
強
諸
国
の
介
入
が
、
二
〇
世
紀
に
入
り
、
イ
ラ
ク
と
い
う
国
の
成
立
に
始
ま
り
、
イ
ラ
ン
ー
ー
イ
ラ
ク
戦
争
や
、

イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク
、
ト
ル
コ
、
シ
リ
ア
に
ま
た
が
る
ク
ル
ド
独
立
の
動
き
に
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
、
こ
れ
ら
当
該
地
域
の
人
々
の
欧
米
に
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近代西アジアにおける国境の成立（守川）

対
す
る
根
強
い
不
信
感
を
醸
成
す
る
要
因
と
な
っ
た
こ
と
は
飼
う
ま
で
も
な
い
。

　
他
方
、
本
稿
で
見
た
よ
う
に
、
一
九
世
紀
中
葉
か
ら
後
半
に
か
け
て
、
近
代
的
な
国
境
づ
く
り
が
西
ア
ジ
ア
地
域
で
試
み
ら
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
オ
ス
マ
ン
朝
や
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
の
内
部
で
は
様
々
な
形
で
近
代
化
が
促
進
さ
れ
て
い
く
。
特
に
、
一
九
世
紀
は
、
イ
ラ
ン
か
ら
シ
ー
ア

派
ム
ス
リ
ム
が
多
数
、
イ
ラ
ク
の
シ
ー
ア
派
諸
聖
地
へ
巡
礼
に
出
か
け
た
。
イ
ラ
ン
詞
イ
ラ
ク
の
街
道
は
、
ゾ
ハ
ー
ブ
地
方
を
通
過
す
る
一
本

道
で
あ
り
、
国
境
が
画
定
し
つ
つ
あ
っ
た
同
世
紀
中
葉
に
は
、
ハ
ー
ナ
キ
ー
ン
と
ガ
ス
レ
・
シ
ー
リ
ー
ン
と
い
う
二
つ
の
町
の
問
が
国
境
と
定

め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
ハ
ー
ナ
キ
ー
ン
は
オ
ス
マ
ン
朝
の
国
境
の
町
と
し
て
税
関
や
入
管
施
設
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
道
を
通
過
す
る
人
々
に
は
、

「
国
籍
」
を
記
載
し
た
通
行
証
（
身
分
証
）
の
携
帯
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
西
ア
ジ
ア
の
二
大
国
に
お
い
て
も
ま
た
、
近

代
的
な
「
下
男
」
に
よ
っ
て
、
遊
牧
民
の
み
な
ら
ず
「
臣
民
」
の
移
動
が
制
限
さ
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
、
「
国
籍
」
の
強
制
お
よ
び
自
覚
が
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

民
一
人
ひ
と
り
に
お
い
て
進
ん
で
い
く
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
や
ロ
シ
ア
と
い
う
外
圧
の
も
と
で
、
名
目
的
な
が
ら
も
独
立
を
維
持
し
た
オ
ス
マ
ン
朝
と
ガ
ー
ジ

ャ
ー
ル
朝
に
よ
り
、
一
九
世
紀
中
葉
に
為
さ
れ
た
和
平
協
定
と
国
境
画
定
へ
の
努
力
は
、
内
政
的
に
も
ま
た
国
際
社
会
の
中
に
お
い
て
も
、
そ

し
て
前
近
代
と
近
現
代
を
分
か
つ
も
の
と
し
て
時
代
的
に
も
、
西
ア
ジ
ア
地
域
の
ひ
と
つ
の
転
換
点
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
国
境
が
成
立
す
る
歴
史
的
背
景
や
そ
の
過
程
に
重
点
を
置
い
た
た
め
、
具
体
的
な
国
境
交
渉
や
国
境
画
定
作
業
の
詳
細
に
ま
で
触

れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

　
①
ω
。
ぎ
瀞
置
8
0
ρ
ウ
ミ
な
ど
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
考
古
学
的
調
査
も
こ
の
期
間
中
に
行
わ
れ
て
い
た
。

　
②
イ
ギ
リ
ス
の
調
査
は
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
の
資
料
の
散
逸
が
大
き
な
損
失
と
し
て
　

③
イ
ラ
ン
翻
オ
ス
マ
ン
国
境
で
の
近
代
化
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

　
　
認
識
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
後
二
〇
世
紀
初
頭
に
は
イ
ラ
ク
に
お
け
る
油
田
　
　
　
　
　
拙
稿
「
国
境
に
み
る
「
近
代
化
」
と
聖
地
参
詣
者
偏
圧
東
洋
史
研
究
』
第
六
五
巻

　
　
の
発
見
と
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
秘
密
協
定
に
よ
る
イ
ラ
ク
の
分
割
と
い
う
問
　
　
　
　
　
第
三
号
（
二
〇
〇
六
）
参
照
。

　
　
題
と
密
接
に
関
わ
っ
て
く
る
。
ま
た
、
バ
ビ
ロ
ン
や
ス
ー
サ
な
ど
の
歴
史
的
遺
跡
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basis，　the　country　to　which　people　and　land　belonged　was　clearly　distinguished，

and　on　paper　governments　of　the　two　countries　strictly　controiled　the　movements

of　people血the　borderland．　However，　the　reaHty　di鉦ered，　and　many　peopie　cros－

sed　the　borderland　between　ttie　countries　and　traveled　back　and　forth．　Legally

recognized　regular　border　crossings　were　pemit£ed　for　ofiicial　envoys，　their　de－

puties　and　their　escorts，　numbering　about　iOO，　which　were　exchanged　several

times　a　year　at　regular　intervals，　merchants　who　conducted　trade　at　the　quechang，

the　market　othcialiy　sanctioned　by　the　two　countries，　and　householders　who　lived

along　the　border　in　the　Hebei　Circuit　on　the　Song　side　who　paid　tax　and　labor　ser－

vice　to　govemnient　ofuces　of　both　1〈hitan　and　Song．　ln　addition　to　these　legal　bor－

der　crossers　were　merchants　involved　in　smuggling　and　numerous　other　types　of

dlegal　border　crossers．　Mdreover，　as　an　importaRt　example　of　maegal　border　cros－

sing　the　example　of　the　many　pilgrims　from　Song　who　thronged　across　the　border

see1dng　to　receive　the　Bodhisattva　precepts　from　eminent　priests　at　temples　in

the　western　eutslcirts　of　the　Khi＃an　Yanjing　can　be　cited．

　　In　this　article，　1　make　clear　that　in　East　Asia　of　the　11th　century　there　had

aiready　existed　the　phenomenon　of　clearly　distinguished　boundaries　separating　the

tenitory　of　two　states，　which　is　generally　thought　to　have　appeared　only　after　the

rise　of　the　sovereign　nation　state　in　Europe．

The　Perso－Ottoman　Boundary　and　the　Second　Treaty　of　Erzurum　in　1847

by

MORII〈AwA　Tomoko

　　Unlike　the　straight　lines　that　form　aimost　every　national　boundary　in　the　Middie

East，　the　borderime　between　lran　and　its　western　neighbors，　Turkey　and　lraq，

twists　through　mountainous　terrain　（2000　kilometers　in　length）．　Behind　the　estab－

lishment　of　this　border，　was　the　important　role　played　by　the　Second　Treaty　of

Erzurum　concluded　in　1847　between　Qajar　Persia　and　the　Ottoman　Empire．

　　Nthough　previous　studies　have　pointed　out　this　treaty　had　settled　the　fun－

clamental　borderline　that　is　seen　today　in　the　region，　there　are　two　problematic

points　concerning　its　role．　lt　is　clearly　stated　in　the　Treaty　itself　that　the　Second

Treaty　of　Erzurum　was　based　on　earlier　accords　and　the　settlement　of　the　issue　of

the　borderlirie　was　as　well．　This　is　the　fu　st　point　revealmg　the　wea1〈ness・of　the
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trea£y．　The　second　point　is　that　at　the　time　of　the　conclusioR　of　the　Treaty　a　pre－

cise　and　spechic　borderline，　which　was　quite　different　from　traditional　concepts　of

a　boundary，　could　not　be　settled　on　due　to　the　confiicting　interests　of　the　Otto－

mans　ancl　the　Qajars，　and　the　rnatter　was　theR　left　to　the　Turco－Persiafl　Boundary

Commission．

　　Exarnining　the　furst　point，　the　Second　Treaty　of　Erzurum　can　be　traced　back　to

the　First　Treaty　of　Erzumm　in　1823，　and　then　further　back　to　the　Kerdan　tr”eaty

of　1746，　which　itseif　was　based　on　the　Zohab　Accord　of　1639．　The　Zohab　Accord

was　a　peace　agreement　conc｝uded　by　Shah　Safi　of　the　Safavid　dynasty　and　Sultan

Murad　IV　of　the　Ottoman　Empire．　lt　settled　the　border　between　Persia　and　the

Ottomans　by　refer血1g　to　some　spec雌。　place　names．　A　reexamination　of　those

place　names　of　the　17th　century　reveals　that　wlrile　there　are　places　that　can　still

be　cotmed　on　current　maps，　many　are　unclear．　On　the　other　hand，　in　lslamic

socieljes，　“extent　of　one’s　sphere”，　i．e．　a　province　or　area，　had　historically　been

recognized　as　a　boundary．　Because　of　this　vague　and　traditional　concept　of　tenito－

rial　spheres，　it　was　di£ficult　to　emp｝oy　the　modern　European　concept　in　the　case　of

more　spechic　and　precise　border　fomiation　in　the　mid　19th　ce蜘ry．

　　Cbncerning　the　second　problem，　it　was　necessary　for　the　Turco－Persiari　Bound－

ary　Commission　to　press　for　the　rectfication　of　this　traditional　conceptioR　of　ter－

ritorial　spheres　found　in　lslamic　societies．　The　Comrrrission　composed　of　represen－

tatives　of　the　four　powers，　Qajar　Persia，　the　Ottoman　Empire，　Great　Britain　and

Russia　surveyed　the　land　from　the　Shatt　al一‘Arab　in　the　south　to　Mt．　Ai’arat　in　the

nor£h　over　a　four－yeair　pexiod　from　1848－52，　but　due　to　the　inteRse　confiict　of　in－

terests　between　the　Ottoman　and　the　Qajar　dynasties，　only　the　Shatt　al一‘Arab　was

momentarily　confirmed　as　an　intemational　boundary　based　on　new　maps　drawn　by

the　Corr｝mission．

　　This　was　the　reakty　of　the　national　border　issue　concerning　the　Second　Treaty

of　Erz㎜．　Nevertlteless，血e　movement　to　settle　a　more　precise　national　border

in　the　mid　19th　century　under　pressure　from　Great　Brttain　and　Russia　promoted

chaRge　in　the　traditional　concept　of　tenitorial　spheres　in　these　regions　from　one　of

vague　“areas”　to　one　of　precise　and　minute　“lines”　and　brought　European－style

modemization　to　the　region　at　the　same　time．
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